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ɹ黒塚古墳ग़三角縁神獣鏡 33 面の鋳造ٕ๏とഎ面の切削・

研磨ʹؔ͢ΔࣩօௐࠪΛ͓͜ͳͬͨɻຊͰ切削・研磨の程

度と鋳্͕Γ程度のؔ࿈Λத৺ʹ͢ߟΔɻ33 面ɺ研磨ޫ

Λલఏとͨ͠എ面จ༷のҙঊදݱΛेʹ࣮͠ݱͳ͍程度

の研磨͕ଟ͍ɻेʹ研磨্ͨ͛͠鏡Λʮ্の্ʯと͢Εɺ

33 面Ͱ࠷ߴ程度の � 面͕ʮ্のԼʯɺ�� 面ʢ3�ˋʣ͕ʮத

の্ʙԼの্ʯɺ�� 面ʢ��ˋʣ͕ʮԼのԼʯͰଞதؒとͳΓɺ

33 面の্͛ਫ४͍ɻ鋳্͕Γ程度と্͛程度ʹ໌֬

ͳ૬ؔݟΒΕͳ͍͕ɺ鋳্͕Γ程度の 3 面ߴ্͕͛

程度ͰɺԿΒ͔のৼΓ͚ج४͕͋ͬͨとਪଌͰ͖Δɻ縁֎ࣼ

面͕切
ㆌ㆕ ㆒

Լ切削・ੴ研磨のผʹΈ্ͨ͛程度ɺ切Լ切削の

ののଟ͕͘ʮԼのԼʯͰɺੴ研磨のଟ͕͘ʮԼの্ʙதの

্ʯʹͳΓɺ縁֎ࣼ面͕切Լ切削ののेͳ研磨の͔

Β࠷ԕ͘ʹ͋Γɺ্͛खのগͳ͍鏡と͍͑Δɻซͤͯɺ

の࣍ � ͭの造ᝎํ๏のΛఏͨ͠ىɻ33 面ະ研磨ࣃڒจ

͕ଟ͍͜と͔Βࣃڒจのӄࠁ造笵ํ๏Λ � ྨͨ͠ɻ鏡縁の

ਖ਼ԁ度ΛਤͰఏࣔ͠鏡ମ造ᝎの൨ܕ๏と๏のՄੑΛݕ

౼ͨ͠ɻऀޙܧଓͯ͠ผߘͰৄ͢ߟʹࡉΔɻ

�



Ⅰ．はじめに

ʢ̍ʣܦҢ

ɹ黒塚古墳ग़三角縁神獣鏡 33 面ʢຊߘͰ黒塚鏡と

ʹطͿʣの切削研磨・鋳্͕ΓͳͲのௐࠪ݁Ռɺݺ 3

面ಉܗ � ߸・�� ߸・33 ߸鏡ʹ͍ͭͯผߘͰൃදͨ͠ �ʣɻ

ຊߘ全 33 面の程度のௐࠪ݁ՌΛҰׅใ͠ࠂɺその傾

向͔Β࡞ঢ়گΛݕ౼͢ΔのͰ͋Δɻ33 面の切削・

研磨ɺ鋳造程度評価ʮද �ʯɺ鋳造程度ผの切削・研

磨の傾向ʮද �ʯɺ縁֎ࣼ面の切
ㆌ ㆕ ㆒

Լʢય
㆛㇓

と͏ݴʣ�ʣ・

ੴ্͛ผの縁ࣼ面ΑΓଆの切削研磨傾向ʮද

3ʯɺ33 面の֎۠のࣸਅʮਤ � ʙ 33ʯͰࣔͨ͠ɻ

ɹͳ͓ɺ三角縁神獣鏡Λຊ֨తʹҰׅௐࠪ͢Δ͜とɺ

චऀʹとͬͯ黒塚鏡 33 面͕ॳΊͯのݧܦとͳΔɻ

ʢ̎ʣ切ԼʹΑΔ切削とੴʹΑΔ研磨

ɹ切Լ � ͭの面Λ͍ͰͰ͖ΔྏઢΛਕとͯ͠ɺҰ

ൠతʹखલʹҾ͍ͯ͜のਕΛ੨ಔʹ͘ڧͯͯ切削

͢Δɻߴૉ߯のް͞ � ʙ �ᶱ΄Ͳのࡉ͍ํମの൘

ͰɺްΈとͳΔଆ面と൘のදཪ面Λ͍ͰྏઢʹਕΛ࡞

Δɻ෯��ᶱʷ͞���ᶱʷް͞3ᶱの൘ঢ়とԾఆ͢Δとɺ

෯ลのྏઢΛਕと͢Δ߹とɺลのྏઢΛਕと͢Δ

߹͕͋Γɺ෯ลの߹ยखʹͪ࣋ɺลの߹྆ख

Ͱͭ࣋ɻ྆ฑΛ͚Ε྆खͪ࣋͘ڧʹߋҾ͚ਂ͘ૣ

͘切削Ͱ͖Δɻ鏡面縁֎ࣼ面ลのਕΛ྆खͪ࣋Ͱ

と͕Ͱ͖Δ͕ɺ縁ࣼ面֎۠面と࿈ଓ͢ΔͨΊ͜͏

ʹɺ෯ลのਕΛͨͬՄੑ͕͍ߴɻ切Լʹの༿の

ԬͰߴの࢈ثͳͲのΑ͏ʹઌ͕ઑΔの͕͋Γɺಔܗ

͜ΕΛ
㆕㆕㆛㇓

યɺ্هのํܗʢํମʣののΛฏ
ㆲ㇉㆛㇓

યと

ลのྏઢΛਕとͯ͠ԣํ向ހӈࠨのܗ༿યͼɺݺ

ʹಈ͔ͯ͠切削͢Δɻߴ͍ߗऎ੨ಔ鏡Λ͘切削͢Δʹ

ྗのࠐΊ͍͢ฏયの΄͏Ͱ͋Ζ͏ɻਕとͳΔྏઢの

� 面の角度ɺ�� 度͔ΒӶ角のの͕͋Δɻ

ɹ切Լのߴૉ߯の࣭ʢૉྔʣম͖ೖٕज़のߴʹ

Αͬͯɺ༻தの削Ε۩߹のԼ度͕ҟͳΔͨΊɺ切

削༻தʹ͏ߦ切Լのਕ͗のִ༷ؒؒ࣌ʑͰ͋Δɻ

3� ΄Ͳ࿈ଓͯ͠切削͢Δؒʹճ程度の切Լਕの

͗Λ͓͜ͳ͏͜と͍͜͠とͰͳ͍ɻ切Լසൟʹ

ਕ͗Λ͢Δ͜とɺෳݸのੴͰਕ͗Λ͢ΔՄੑ

͕༗Δ͜とɺ���� ʹೆΠϯυ・έϥϥभのߴऎ੨ಔ

ࢃͳ࠭ΛࡉͳͲʹඍߗΘͣɺੴΛͨݟͰのث

͍ͯその࠭ͰਕΛ͙ํ๏͕༗Δ͜とͳͲ͔Βɺෳ鏡

の縁֎ࣼ面ʹΔ切Լਕのই͕ಉ͡ͳΒಉ͡切ԼͰಉ࣌

ҟͳΔ͕͜ظ࣌༺切削ͨ͠と͔Δ͕ɺҧ͏ই͕ʹظ

とのূڌʹͳΓʹ͍͘ɻ͋Β͔͡Ί४උͨ͠ෳの切

ԼΛಉظ࣌ʹෳの鏡ʹແ࡞ҝʹ༻͢Δ͜と͑ߟΒ

ΕɺಉইͳΒಉظ࣌と͍͏͜と͚͕ͩஅఆͰ͖Δɻຊௐ

ࠪͰ � 面の鏡ʹԿछྨの切Լのਕই͕͋Δの͔ɺಉܗ

鏡のਕইのಉҟ͋Δの͔ͳͲのݕ౼͍ͯͬߦͳ͍ɻ

ɹਤ �� の � ߸鏡の縁ࣼ面と֎۠֎ଆࣃڒจͳͲʹ

ૈのੴ研磨͕ࠟΔɻૈੴのࡉʹޙੴͰ

研磨͕ͨ͠ૈੴʢইʣΛ͗ফ͢·Ͱʹͯͬࢸ

͍ͳ͍Մੑ͕͍ߴɻਤ �� ͔Β֎۠֎ଆࣃڒจの研磨

͕ࠟܗހͰ֓ͶԁݍઢͳͲとಉํ向Ͱ͋Δ͜と͕͔

Δɻ� ߸鏡の縁ࣼ面ʢ�ɿ�� ˓ɿ˔ 3ʣɺ֎۠֎ଆڒ

��จʢ�ɿࣃ ˓ɿ˔ ��3ʣと͍͏程度評価Ͱ͋Γʢ͜

の˓˔のදهのৄࡉද � のຌྫΛࢀরʣɺಛʹ֎۠֎

ଆࣃڒจ研磨程度の༷ʑͳߴ͕͍ࠞͯ͠ࡏΔɻ͜Ε

とؔ࿈ͯ͠ૈのੴ͕ࠟ໌ྎʹΔとࢥΘΕΔɻૈ

ੴͰ鋳ഽΛ͗མͯ͠ฏͳ面Λઌͣͭ͘Γɺ࣍ʹ

ੴͰૈੴの͗ইΛফ͠ͳ͕Β៛ີ面ʹ͗ࡉ

ग़͢ํ๏͕鏡എจ༷ͳͲΛޫ面ʹ্͛ΔͨΊのҰൠ

తͳखॱͰ͋Ζ͏ɻෆे研磨ʢ˔ʣのࣃڒจのઌͩ

͚の研磨Օॴʹૈੴ͕ࠟແ͘ࡉੴ͚ࠟͩ

Ͱ͋Δ͜とͳͲ͔ΒɺૈΛΘͣࡉੴ͚ͩʹΑΔ

研磨ͩͬͨと͑ߟΒΕΔɻจ༷のஈࠩʹਕ͕ͻ͔͔ͬΔ

߹切ԼΛ༻͍ͣɺૈੴ˰ࡉੴのॱͰฏ面

ʹ研磨͢Δ͕ɺ黒塚鏡΄とΜͲの鏡എ面の研磨程度͕͔

ͳΓ͍ͨΊɺ௨ৗのखॱํ๏Ͱͳ͔ͬͨՄੑ͕

͋Δɻޙࠓɺ切Լࠟɺૈ・ࡉのੴইのҐஔํ

向ͳͲΛௐࠪ͢Ε研磨程ঢ়໌͕گΒ͔ʹͳΔとࢥ

͑Δɻ

ʢ̏ʣࣃڒจの造ᝎと縁ࣼ面のਖ਼ԁ度の

ɹ黒塚鏡のจ༷͕ತܗ・ತઢͰ͋Δ͜と͔Βࢪܕݪจ๏

Ͱͳ͘ᝎӄࢪࠁจ๏と͑ߟɺࣃڒจの造ᝎʹෳのछ

ྨ͚͕Մ͔ݕ౼ͨ͠ɻະ研磨ࣃڒจʹの͜Δ造ᝎࠟ

とࣃڒจの三角ܗのܗঢ়ͰྨΛࢼΈͨɻ

ɹ縁ࣼ面Լ角の୩ઢの͕ހਖ਼ԁͰͳ͍͜とɺ൨൘Λ

ճస͢ΔҰൠతͳ൨ܕ๏Ͱ͜ىΒͳ͍ݱͰ͋Γɺそ

3�

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向
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×
1
:8

 
×

:
●

×
A

B
Ⅱ

Ⅱ
 

1
0
％

4

  
4

号
○

×
=

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
×

×
×

×
×

○
×

A
A

Ⅱ
Ⅰ

 
8
0
％

5

  
5

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

4
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
－

－
A

A
Ⅱ

Ⅱ
 

3
0
％

2

  
6

号
△

▲
3

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
4
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
A

A
Ⅱ

Ⅱ
 

2
0
％

1

  
7

号
○

9
:1

 
○

:
●

3
×

5
:5

 
○

:
●

1
,2

,3
×

×
×

×
×

×
×

×
×

4
 ×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
5
:5

 
○

:
●

3
－

A
A

Ⅱ
Ⅰ

 
未

記
録

2

�



「
×

」
⇒

未
研

磨
、
　

「
△

」
⇒

十
分

な
切き

さ
げ 下

切
削

、
　

「
○

」
⇒

十
分

な
砥

石
研

磨
、
　

「
▲

」
⇒

不
十

分
な

切
下

切
削

、
　

「
●

」
⇒

不
十

分
な

砥
石

研
磨

、
　

「
－

」
⇒

錆
・

土
な

ど
で

不
明

、
「
=
」

⇒
該

当
部

分
な

し
、

「
×

」
⇒

地
肌

面
未

研
磨

【
切

削
・

研
磨

に
つ

い
て

】
＊

未
研

磨
は

、
切

下
痕

跡
や

砥
石

痕
跡

が
全

く
無

く
、

鋳
造

の
ま

ま
の

鋳
肌

面
の

も
の

。
＊

十
分

な
切

下
切

削
△

は
、

削
り

方
向

に
対

し
て

お
お

む
ね

直
角

方
向

の
独

特
の

び
び

り
線

と
、

削
り

方
向

の
無

数
の

細
い

線
（
切

下
の

刃
傷

を
写

し
取

っ
た

線
）

が
認

め
ら

れ
、
 鋳

肌
が

残
ら

な
い

も
の

。
＊

十
分

な
砥

石
研

磨
○

は
、

面
が

平
滑

に
研

が
れ

滑
ら

か
で

、
研

ぎ
面

の
角

が
丸

ま
ら

ず
シ

ャ
ー

プ
な

も
の

。
拡

大
し

て
研

磨
凹

線
（
砥

石
の

傷
線

）
が

確
認

で
き

、
鋳

肌
や

切
下

痕
跡

が
残

ら
な

い
も

の
。

＊
不

十
分

な
切

下
切

削
▲

は
、

鋳
肌

が
な

く
な

る
ま

で
切

下
切

削
し

て
い

な
い

も
の

で
、

上
記

の
切

下
痕

跡
が

あ
る

も
の

。
＊

不
十

分
な

砥
石

研
磨

●
は

、
鋳

肌
や

切
下

痕
跡

が
な

く
な

る
ま

で
研

磨
し

て
い

な
い

も
の

や
、

鋸
歯

文
の

二
等

辺
三

角
形

の
等

辺
凸

線
の

先
端

の
み

が
削

ら
れ

た
よ

う
な

も
の

。
＊

不
十

分
な

仕
上

げ
加

工
の

▲
と

●
の

程
度

を
「
1
」

「
2
」

「
3
」

で
次

の
よ

う
に

示
す

。
「
1
」

=
鋳

肌
面

が
多

く
、

わ
ず

か
に

切
削

・
研

磨
の

痕
跡

が
残

る
も

の
で

、
仕

上
げ

程
度

が
「
低

」
の

も
の

（
●

1
は

×
に

近
い

低
程

度
）
。

「
2
」

=
お

よ
そ

　
 半

分
程

度
の

仕
上

げ
程

度
の

も
の

。
「
3
」

=
わ

ず
か

な
箇

所
に

未
仕

上
げ

部
分

が
残

り
十

分
で

は
な

い
が

、
△

○
に

近
い

「
高

」
程

度
の

も
の

（
●

3
は

○
に

近
い

高
程

度
）
。

＊
異

な
る

仕
上

げ
加

工
程

度
が

混
在

す
る

場
合

は
、

「
9
 :

 1
 /

 ●
3
 :

●
1
」

の
よ

う
に

、
面

積
9

割
が

「
高

」
（
●

3
）

/
面

積
1

割
が

「
低

」
（
●

1
）

の
よ

う
に

示
す

。
1
3

方
格

銘
は

砥
石

研
磨

と
、

手
擦

れ
の

も
の

が
あ

り
、

研
磨

面
が

砥
石

で
平

　
 面

に
な

っ
た

も
の

を
●

で
表

記
し

た
。

3
3

面
を

通
し

て
乳

の
研

磨
は

３
３

号
鏡

の
外

側
乳

の
4

個
の

う
ち

の
1

個
の

み
に

認
め

ら
れ

、
鈕

座
外

側
の

小
乳

を
除

い
て

、
「
1

：
3
/

●
：

×
」

と
表

記
し

た
。

＊
内

区
・

鈕
区

の
地

肌
面

は
一

覧
表

に
記

し
て

い
な

い
が

未
研

磨
で

あ
る

。
鋳

バ
リ
の

除
去

な
ど

の
研

磨
は

含
め

て
い

な
い

。

【
そ

の
他

に
つ

い
て

】
＊

2
5
．

鋳
上

が
り

の
程

度
を

「
A

」
「
B

」
「
C

」
で

次
の

よ
う

に
示

す
。

鋳
肌

の
荒

れ
は

、
微

細
な

凸
形

（
鋳

型
面

の
微

細
な

窪
み

や
穴

に
青

銅
が

流
れ

た
凸

形
）

が
作

る
ざ

ら
つ

き
や

砂
肌

感
、

あ
る

い
は

ピ
ン

ホ
ー

ル
な

ど
の

程
度

で
判

定
し

た
。

　
 「

A
」

=
鋳

肌
が

緻
密

、
文

様
が

鮮
明

、
鋳

肌
に

荒
れ

が
な

く
程

度
が

「
高

」
の

も
の

。
「
B

」
=

鋳
肌

に
荒

れ
が

あ
り

、
文

様
が

や
や

不
鮮

明
な

も
の

。
「
C

」
=

鋳
肌

の
緻

密
さ

、
文

様
の

鮮
明

さ
な

ど
が

極
め

て
悪

く
程

度
が

「
低

」
の

も
の

。
な

お
、
  

  
  

3
面

同
形

の
2

号
・

2
7

号
・

3
3

号
の

み
、

「
A

」
の

中
で

も
さ

ら
に

高
程

度
の

2
7

号
を

「
A

+
」

と
表

記
し

た
。

他
3
0

面
に

関
し

て
は

A
+

を
設

け
ず

、
A

・
B

・
C

の
3

程
度

に
区

分
し

た
。

A
+

は
A

に
含

め
て

3
3

面
の

傾
向

を
検

討
し

た
。

＊
2
6
．

鋳
引

け
の

程
度

を
「
A

」
「
B

」
「
C

」
で

次
の

よ
う

に
示

す
。

鋳
引

け
は

、
鋳

込
み

後
の

青
銅

凝
固

収
縮

で
面

が
窪

ん
だ

り
文

様
が

朦
朧

と
し

た
鋳

肌
に

な
る

現
象

を
言

う
。

堰
か

ら
の

湯
が

当
た

り
続

け
た

鋳
型

面
が

加
熱

さ
れ

、
他

よ
り

凝
固

　
 が

遅
れ

る
部

分
が

強
く

収
縮

し
て

こ
れ

ら
の

鋳
造

欠
陥

の
現

象
が

起
こ

る
。

　
 「

A
」

=
鋳

引
け

の
欠

陥
が

な
い

も
の

。
「
B

」
=

狭
い

面
積

に
鋳

引
け

、
あ

る
い

は
弱

い
鋳

引
け

が
あ

り
、

欠
陥

の
程

度
が

「
低

」
の

も
の

。
「
C

」
=

広
い

面
積

に
鋳

引
け

、
あ

る
い

は
強

い
鋳

引
け

が
あ

り
、

欠
陥

の
程

度
が

「
高

」
の

も
の

。
＊

2
7
．

き
ら

わ
れ

肌
は

、
高

温
の

注
湯

と
鋳

型
面

に
あ

る
有

機
物

や
水

分
が

反
応

し
て

ガ
ス

を
発

生
し

、
注

湯
と

鋳
型

面
の

間
に

ガ
ス

が
止

ま
り

、
笵

の
鋳

型
面

に
注

湯
が

密
着

し
て

微
細

な
鋳

型
面

形
状

を
青

銅
が

写
し

取
る

こ
と

を
妨

げ
る

現
象

を
「
湯

 　
が

鋳
型

面
に

嫌
わ

れ
た

」
と

言
い

、
面

が
光

沢
を

持
つ

ヌ
メ

リ
と

し
た

肌
に

、
文

様
が

光
沢

を
持

つ
朦

朧
肌

に
な

る
。

鋳
引

け
と

異
な

り
肌

が
緻

密
で

光
沢

を
持

つ
。

こ
の

程
度

を
「
Ⅰ

」
「
Ⅱ

」
で

次
の

よ
う

に
示

す
。

「
Ⅰ

」
=

地
肌

面
に

ぬ
め

り
と

し
た

光
沢

が
あ

り
ざ

ら
つ

い
た

砂
肌

感
が

な
く

、
銘

や
文

様
凸

線
の

頂
部

や
鋸

歯
文

の
角

が
丸

ま
り

鈍
角

で
ヌ

メ
リ
程

度
が

「
高

」
の

も
の

。
「
Ⅱ

」
=

地
肌

面
の

ヌ
メ

リ
と

し
た

光
沢

が
弱

く
砂

肌
感

が
や

や
あ

り
、

銘
や

文
様

凸
線

の
頂

部
や

鋸
歯

文
の

角
が

顕
著

に
丸

ま
ら

ず
ヌ

メ
リ

程
度

が
「
低

」
の

も
の

。
ぬ

め
り

や
光

沢
が

無
く

砂
肌

の
も

の
は

稀
で

、
3
3

面
は

Ⅰ
・

Ⅱ
い

ず
れ

か
に

判
定

し
た

。
「
無

」
=

ヌ
メ

リ
や

光
沢

が
な

く
砂

肌
感

が
あ

り
、

文
様

が
鮮

明
に

鋳
出

さ
れ

た
も

の
で

、
 ご

く
稀

な
も

の
を

こ
の

評
価

と
し

、
多

く
は

Ⅰ
、

Ⅱ
い

ず
れ

か
に

判
定

し
た

。
＊

2
8
．

銀
白

色
の

程
度

を
「
Ⅰ

」
「
Ⅱ

」
「
－

」
で

次
の

よ
う

に
示

す
。

き
ら

わ
れ

肌
と

銀
白

色
肌

の
関

連
を

調
査

す
る

た
め

に
全

3
3

面
に

つ
い

て
銀

白
色

の
程

度
を

記
録

し
た

。
「
Ⅰ

」
=

お
お

む
ね

5
0
％

以
上

の
面

積
に

銀
白

色
面

が
認

め
ら

れ
、

　
 銀

白
色

程
度

が
「
高

」
の

も
の

で
、

そ
の

面
積

比
を

％
で

示
す

。
「
Ⅱ

」
=

錆
に

よ
っ

て
銀

白
色

が
弱

ま
り

、
お

お
む

ね
5
0
％

以
下

の
面

積
に

銀
白

色
面

が
認

め
ら

れ
る

も
の

で
、

そ
の

面
積

比
を

％
で

示
す

。
「
－

」
=

錆
に

よ
っ

て
銀

白
色

面
が

　
 確

認
で

き
な

い
も

の
。

＜
凡
例
＞

  
8

号
○

9
:1

 
○

:
●

3
=

3
:7

 
○

:
●

3
9
:1

 
○

:
●

3
×

9
:1

 
×

:
●

2
×

=
●

2（
＊

）
=

×
=

=
×

=
=

=
9
:1

 
×

:
●

×
×

×
9
:1

 
○

:
●

3
○

－
A

A
Ⅱ

Ⅱ
未

記
録

0

  
9

号
△

×
=

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

4
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
－

－
A

A
Ⅱ

Ⅰ
 

9
0
％

3

1
0

号
△

×
=

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

=
×

×
×

×
×

×
=

×
×

×
×

A
A

Ⅱ
Ⅰ

 
8
0
％

3

1
4

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
×

×
=

×
×

×
×

A
B

Ⅱ
Ⅰ 5
0
％

2

1
5

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

5
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
A

A
Ⅱ

Ⅱ
 

3
0
％

1

1
7

号
●

3
×

=
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
=

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
A

A
Ⅱ

－
3

1
9

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

A
A

Ⅱ
Ⅰ

 
8
0
％

2

2
1

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

=
=

=
×

×
×

×
×

×
－

A
B

Ⅱ
Ⅱ

 
3
0
％

3

2
2

号
○

×
=

×
=

×
6
:4

 
×

:
●

1
×

2
:8

 
×

:
●

1
×

×
×

×
=

×
×

×
×

×
×

=
×

×
－

－
A

A
Ⅱ

－
4

2
3

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

－
×

×
×

－
×

－
×

A
A

Ⅱ
Ⅱ

 
1
0
％

4

2
4

号
△

×
=

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

6
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
A

B
Ⅱ

Ⅱ
 

1
0
％

7

2
8

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

6
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
A

A
Ⅱ

－
2
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黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



の͔Λஅ͢Δ͜と͘͠࠷ͬͨఆͰ͋Γɺࡲ

ࠟ面ʹੴ研磨ʹΑΔ໌֬ͳฏ面͕ແ͍のҙਤత

ͳੴ研磨とҟͳΔそΕҎ֎のࡲΕとஅ͠ʮະ研磨

ʷʯとఆͨ͠ɻද � の߲ �� ʙ �� のそのଞの程度

評価 � ໊Ͱ࠷ऴఆͨ͠ɻ

ɹ33 面Ͱ研磨の༗ແ͕ҟͳΔ֎۠のࣃڒจΛத৺ʹɺ

֤鏡のࣸਅΛਤ � ʙ 33 Ͱࣔͨ͠ɻ

ɹ� ߸鏡ʢ三角縁神ਓཾދը૾鏡ʣ۠֎पจ༷ଳの

ࣼ面ࣃڒจଳʢ۠・֎۠のڥքࣼ面ʹ༗Δࣃڒจଳʣ

քݍͳͲ͕ແ͘ɺ�� ߸ʢ三角縁ଳ࢛神࢛獣鏡ʣ

ք͕ݍແ͍ɻಛʹ � ߸鏡ʢਤ �� ͕ҟߏরʣจ༷ࢀ

ྫͳ鏡Ͱɺ֎۠෦のɺෳઢจҰཡදの � のཝʹ

ઢ΄΅全Ҭ͕ʢ˓ʣͰ͘͝Ұ෦͕ݍɺそのଆの͠ه

ʢ˔ 3ʣͰ͋Γɺଆࣃڒจの֎ଆʹ༗Δݍઢະ研磨

ʢʷʣͰ � のཝʹͨ͠هɻ֎۠のଆࣃڒจଳࣃڒจ

三角ܗの角ํ向ʹ面͕Լ͕ΓࣃڒจのଆدΓΛ͔ۇ

ʹ研磨ͨͨ͠Ί֎۠ଆのݍઢະ研磨とͳ͍ͬͯΔɻ

͜の֎۠ଆのݍઢの֎ଆʹ͋Δ۳ࣃจະ研磨ʢʷʣ

Ͱ͋Δɻ֎ଆ・ଆのࣃڒจଳ �・� のཝʹͨ͠هɻ

� ߸鏡ʹࣼ面ଳ͕ � Օॴʹ༗Γɺ֎۠ʹ༗Δ֎ଆのࣼ

面研磨ʢ˔ �ʣ͕全面ʹٴͼฏʹͳΔ·Ͱの研磨Ͱ

ͳ͘ɺ造ᝎ࣌のଧͪ面ॎํ向の͕ߔΓɺ͜のࣼ

面ʹΑͬͯ֎۠ʹஈ͕ࠩͭ͘ΒΕ͍ͯΔɻଆʹ༗Δࣼ

面֎۠と۠のؒʹ༗Δ۠֎पจ༷ଳのࣼ面Ͱɺଞ

の΄とΜͲの鏡ʹ͜͜ʹࣃڒจ͕༗Δ͕ � ߸鏡ʹ

จ͕ແ͍ɻ͜のແจࣼ面評価ද̍のࣃڒ �� のཝʹʢ ʣˎ

Ͱ͕ͨ͠هɺ֎۠のࣼ面ಉ༷ʹ造ᝎ࣌の面͕Γ研磨

ʢ˔ �ʣͰ͍ɻ·ͨ � ߸鏡の �� のཝのʮ۠の神獣

จ༷ઢ্面ʯのʮ���� ʷ � ˔ʯᭃ࠲研磨ʹͬͯपล

のӔרจ্面͕研磨͞Εͨঢ়گΛࣔ͠ҙਤͯ͠ઢจ༷Λ

研磨ͨ͠のͰͳ͘ɺ࣮ࡍʹ ��� ΑΓ研磨面খ

͍͞ɻ͜のΑ͏ʹ � ߸鏡ҟྫͳจ༷ߏͰ͋ΔͨΊɺ

ද � のදهଞとҟͳΔʹҙΛཁ͢Δɻ

Ⅲ．33 面の鋳造の程度（鋳上がり・鋳引け）
　　別と縁・鏡背面の切削・研磨程度の関係

ɹʻද�ʼのと͓Γ33面ɺ鋳্͕Γ・鋳Ҿ͚程度͕ɺ"・

"ʢ�� 面ʣɺ"・#ʢ�� 面ʣɺ"・$ʢ� 面ʣɺ#・"ʢ� 面ʣɺ#・

#ʢ� 面ʣの � ௨Γʹ͔ΕΔɻҎԼʹ � ௨Γの鋳造程

度と֤෦の研磨程度の傾向Λݕ౼͢Δɻ

の程度ΛࣸਅͰࣔ͠Λఏͨ͠ىɻ͜の͞Βʹ

ผߘʹվΊͯ͢ূݕΔ༧ఆͰ͋Δɻ

Ⅱ．調査結果

ɹ݁Ռʻද � ʼʹ·とΊɺ程度ͳͲදʹه߸දه

͠༰ຌྫʹࣔͨ͠ɻ程度ఆ֦େ鏡Λ༻ͤͣ

とͨ͠ɻ˚ʢेͳ切Լ切削ʣɺ˓ʢेͳੴ؍؟

研磨ʣɺ̨ ʢෆेͳ切Լ切削ʣɺ̝ ʢෆेͳੴ研磨ʣɺ

ʷʢະ研磨ʣとͳΔɻ切Լ切削˰ੴ研磨のॱʹ্͛

ͨと͖ɺਂ͍切ԼͼͼΓઢʢؾ๐݀ͳͲʹਕ͕Ҿ͔͔ͬ

Γ切削ํ向ʹ角ʹͰ͖Δஈࠩʣ͗མ͞Εͳ͍Ͱए

Δ͜と͕͋ΔɻதҪҰɺ鋳ഽԜತʢ͋Δ͍ϐׯ

ϯϗʔϧʣʹىҼ͢Δ切削ํ向ʹ角のϥΠϯʢͼͼΓ

ઢʣʢ"ʣとɺ切Լのਕ͜΅ΕʹىҼ͢Δ切削ํ向のϥΠ

ϯʢ#ʣの༗ແΛ 33 面Ͱ֬ೝͨ͠ 3ʣɻதҪ͕鏡縁֎ࣼ面

ʹ切Լࠟʢ"ʣ͕༗Δとఆͨ͠鏡ΛɺචऀΒ͕ࢹ

Ͱʮ˓ʯとͨ͠鏡͕؍ � 面ʢ3�������������� ߸ʣ༗Δ͕ɺ

֦େ؍と؍ࢹのҧ͍ͳͲʹΑΔのとࢥΘΕΔɻ

ɹʻද � ʼɺ全 33 面のͳ͔Ͱ 3 面ಉܗ鏡 � ɺ� 面

ಉܗ鏡 � ɺಉܗ鏡のແ͍ଞ �� 面のॱʹͨ͠ࡌܝɻද

の࠷ӈྻʹଞの古墳ग़തؗͳͲऩଂのಉܗ鏡の面

Λͨ͠ه �ʣɻද � ಉܗ鏡ɺ୯ಠ鏡のॱʹ鏡൪߸のখ

͍͞のΛ্͔Βฒɺ切削・研磨のௐࠪ評価߲ࠨ

͔Βӈʹ鏡の֎ଆʢ縁ʣ͔Βଆʢᭃʣʹ向͔ͬͯॱʹ

ฒௐࠪ評価߲൪߸ � ʙ �� Λͨ͠هɻຊߘͰɺ֎

۠縁のଆ͔Βଆࣃڒจ·Ͱと͠ɺ۠・֎۠ڥք

のࣼ面۠֎पจ༷ଳʹؚΊɺքݍの֎のଆ面۠

֎पจ༷ଳʹؚΊͨɻքݍࣼ面ଳ͚ͩとͨ͠ɻ評価

の程度ͳͲද � のԼʹຌྫͰͨ͠هɻ߲൪߸ �� ʙ

�� 鋳造程度ʢ鋳্͕Γ・鋳Ҿ͚ʣと͖ΒΘΕഽ・ۜ

ന৭の程度評価Λࣔͨ͠ɻ

ɹʻද � ʼのఆ݁Ռɺจʮँࣙʯʹͨ͠ه௨Γ

Ԇ �� ؒのࣩօௐࠪʹΑΔɻؒظதɺ܁Γฦ͠ճ

ΛॏͶͯఆ͢Δ͜ととɺ࠷ऴஈ֊Ͱචऀと͏ � ໊

の鋳造ऀݧܦの � ໊とͰఆ͢Δ͜とͰਖ਼֬͞ʹΊ

͕ͨɺʮेͳ研磨˓ʯとʮ͔ۇʹෆेͳ研磨˔ 3ʯの

ఆɺʮະ研磨ʷʯとʮ͔ۇͳ研磨˔ �ʯのఆʹਖ਼

֬͞Λ͍ܽͨの͕༗Δ͔͠Εͳ͍ɻલऀڞʹʮߴ

程度ʯఆͰׅΕߟʹॏେͳӨڹΛٴ΅͢͜とແ

͍ɻ͔͠͠ɺऀޙ͔ۇͳ͕ࠟࡲ研磨ͳの͔ଞのࡲΕͳ

�



ੴ � 面Ͱൺֱతੴ研磨͕গͳ͍ɻ鋳্͕Γ・鋳Ҿ͚

͕ #・" ੴ͕ � 面ʢ�� ߸鏡ʣɺ#・# ੴ͕ � 面

ʢ��・�� ߸鏡ʣͰܭ 3 面と面গͳ͍͕全ͯੴʹ

·Ͱ͍ͯͬࢸΔɻগ 3 面ͰஅఆͰ͖Δ傾向と͍͑

ͳ͍͕ɺ鋳造程度͕͍鏡 3 面ʢ#・"ɺ#・#ʣの縁֎

ࣼ面 ���ˋ͕ੴ研磨ʹ·ͰࢸΓɺ鋳造程度͕͍ߴ鏡

�� 面ʢ"・"ɺ"・#ʣの縁֎ࣼ面 ��ˋʢ�� 面ʣ͕切

Լ切削·ͰͰɺ3�ˋʢ�� 面ʣ͕ੴ研磨ʹࢸΔɻݕ౼

面গͳ͍͕ɺ鋳造程度͕͍߹縁֎ࣼ面͕ੴ

研磨ʹࢸΔと͍͏ᐓ͛ͳ傾向͕ೝΊΒΕΔɻ

ʢ̎ʣ縁ࣼ面

ɹ全͘研磨͍ͯ͠ͳ͍鋳ഽの縁ࣼ面 �� 面͋Γɺ

ະ研磨͕ � 面ແ͍縁֎ࣼ面とঢ়͕گҟͳΔɻ��・

��・� ߸鏡の 3 面の縁ࣼ面ʹ切Լ͕ࠟೝΊΒΕɺ

� ߸切Լ͚ͩͰੴ研磨Λͤͣɺ��・�� ߸鏡切Լ

ʢ̍ʣ縁֎ࣼ面

ɹ鋳造程度の͍ߴ "・"ɺ"・# の �� 面Ͱɺ�� 面の縁

֎ࣼ面Λ切Լ切削ɺ�� 面の縁֎ࣼ面Λੴ研磨͠ɺ͍

ͣΕेͳ্͛Ճ͕ҝ͞Ε͍ͯΔɻ縁֎ࣼ面͕ະ

研磨の鋳ഽの··のの � 面ແ͘ɺ縁֎ࣼ面ʹ

͍ͨ౬のԃʢ౬ಓ・౬ޱʣ͋Δ͍Ψεൈ͖の͕͋

ΓΛ切அͨ͠ՕॴΛその··͢と͋·Γʹະの

ҹΛ༩͑ΔͨΊेͳ切Լ切削の··͋Δ͍ੴ研

磨Λҝͨ͠のͰ͋Ζ͏ɻҰൠతʹɺ鋳ഽ˰切Լ切削˰

ੴ研磨のॱ্͕͛の程とͳΓɺ切Լ切削の··の

͕ࠟΔの࠷ऴ程のੴ研磨ʹ·ͰࢸΒͳ్͍

தͰऴྃͨ͠ΠϨΪϡϥʔͳのͰ͋Γɺ͜͏͍ͬͨ

の͕ �� 面༗Δɻੴ研磨͕程度ͳͨΊʹલ程の

切Լ͕ࠟΔ縁֎ࣼ面ແ͘ɺ切Լ切削のޙのੴ研

磨Λेʹ͍ͯͬߦΔɻ縁֎ࣼ面ɺ鋳্͕Γ・鋳Ҿ͚

͕ "・" 切Լ �� 面・ੴ � 面ɺ"・# 切Լ � 面・

鋳造の程度
面数

（　）%

切下・砥石 砥石研磨 (26・18・6 号の三角縁内斜面には切下痕跡が有り )

三角縁外斜面 三角縁内斜面
外区の

外側鋸歯文帯
内区外周文様帯の

斜面鋸歯文帯
鈕

鋳上
がり

鋳引
け

切下
切削

砥石
研磨

高程度 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨

A A 19 (58) 11 (33)  8 (24)  7 (21)  1 ( 3) 11 (33)  6 (18)  0 ( 0) 13 (39)  0 ( 0)  2 ( 6) 16 (52)  4 (17)  0 ( 0)  6 (26)

A B 10 (30)  8 (24)  2 ( 6)  3 ( 9)  1 ( 3)  6 (18)  3 ( 9)  1 ( 3)  6 (18)  0 ( 0)  1 ( 3)  8 (26)  2 ( 9)  1 ( 4)  7 (30)

A C  1 ( 3)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  0 ( 0)

B A  1 ( 3)  0 ( 0)  1 ( 3)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  1 ( 4)  0 ( 0)  0 ( 0)

B B  2 ( 6)  0 ( 0)  2 ( 6)  2 ( 6)  0 ( 0)  0 ( 0)  2 ( 6)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  1 ( 3)  2 ( 9)  0 ( 0)  0 ( 0)

　  計 33 20 (61) 13 (39) 13 (39)  2 ( 6) 18 (55) 12 (36)  1 ( 3) 20 (61)  1 ( 3)  3 ( 9) 27 (87)  9 (39)  1 ( 4) 13 (57)

切下切削・砥石研磨 砥石研磨

三角縁
外斜面の
仕上げ

面数

（　）%
三角縁内斜面 外区外側鋸歯文 外区内側鋸歯文 界圏鋸歯文 鈕

切下 砥石 未研磨 高程度 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨

△（切下）20 (61) 1 ( 3)  4 (12) 15 (45)  2 ( 6)  1 ( 3) 17 (52)  2 ( 6)  1 ( 3) 17 (52)  2 ( 6) 17 (55)  1 ( 4)  0 (0) 12 (52)

○（砥石）13 (39) 0 ( 0) 10 (30)  3 ( 9) 10 (30)  0 ( 0)  3 ( 9)  4 (12)  2 ( 6)  7 (21)  0 ( 0) 12 (39)  8 (35)  1 ( 4)  1 ( 4)

計　 33 1 ( 3) 14 (42) 18 (55) 12 (36)  1 ( 3) 20 (61)  6 (18)  3 ( 9) 24 (73)  2 ( 6) 29 (94)  9 (39)  1 ( 4) 13 (57)

ද̎ɹ�黒塚古墳三角縁神獣鏡 33面の鋳造の程度ʢ鋳্͕Γ・鋳Ҿ͚ʣผの縁・鏡എ面の切削・研磨

ද̏ɹ�黒塚古墳三角縁神獣鏡 33面の三角縁֎ࣼ面の切Լ・ੴ্͛ผの三角縁ࣼ面・鏡എ面の切削・研磨

(1) 各升目 ( セル ) 内の数値は、 「面数 （％）」 を示している。
(2) 切下痕跡は 20 面の鏡の縁外斜面と、 ３面 （26 ・ 18 ・ ６号鏡） の縁内斜面に有る。
(3) 砥石研磨の 「高程度」 は 「○」 と 「● 3」 の面積が 50％以上のもので、 「低程度」 はそれよりも低いものを指す。
(4) 外区の外側鋸歯文帯は上記 (3) の方法で評価した。
(5) 内区外周文様帯の斜面鋸歯文帯は上記 (3) で評価した。

(1) 三角縁外斜面の仕上げの 「○」 には 「● 3」 の高程度な 2 面を含んでいる。
(2) 各升目 ( セル ) 内の数値は、 「面数 （％）」 を示している。
(3) 砥石研磨の 「高程度」 は 「○」 と 「● 3」 の面積 50％以上で、 「低程度」 はそれよりも低いものを指す。
(4) 縁内斜面は程度評価は記さないで、 「切下」、 「砥石」、 「未研磨」 の別を記した。 切下と砥石が混在するものは砥石に含めた。
(5) 切下痕跡は一部の鏡の縁外斜面と縁内斜面に認められ、 砥石痕跡は一部の鏡の外区より内側鏡背面に認められる。
(6) 界圏鋸歯文は界圏を持たない鏡が 2 面有り、 計 31 面に対しての％を記している。
(7) 鈕は錆で不明な鏡が 10 面有り、 判定できる残り 23 面に対しての％を記している。

��
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図 1　2号鏡  （2・27・33 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 2　27 号鏡  （2・27・33 号鏡は同形）
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。　

図 3　33 号鏡  （2・27・33 号鏡は同形）
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。

図 4　11 号鏡  （11・25 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。

図 5　25 号鏡  （11・25 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。

図 6　12 号鏡  （12・31 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 7　31 号鏡  （12・31 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 8　13 号鏡  （13・26 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 9　26 号鏡  （13・26 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「低」研磨、内側鋸
歯文は「低」研磨。

図 10　16 号鏡  （16・18 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 11　18 号鏡  （16・18 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 12　20 号鏡  （20・32 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。
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図 13　32 号鏡  （20・32 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 14　29 号鏡  （29・30 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 15　30 号鏡  （29・30 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。

図 16　1 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 17　3 号鏡　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 18　4 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 19　5 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 20　6 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 21　7 号鏡　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 22　8 号鏡　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「低」研磨。

図 23　9 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 24　10 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。
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度のੴ研磨Λ͓͜ͳ͍ɺ3 面のͳ͔の �� ߸鏡།Ұɺ

縁ࣼ面͕ेͳ研磨の � 面ʹͳ͍ͬͯΔɻ鋳造ߴ程

度の "・"ɺ"・# の縁ࣼ面のੴ研磨ߴ程度͕ �� 面ɺ

程度͕ � 面ɺະ研磨͕ �� 面Ͱɺ͜͜Ͱݕ౼面͕

3 面とগͳ͍ののɺ鋳造程度͕͍鏡縁ࣼ面͕ߴ

程度のੴ研磨ʹࢸΔと͍͏ᐓ͛ͳ傾向͕ೝΊΒΕΔɻ

ʢ̏ʣ֎۠

ɹ֎۠の֎ଆࣃڒจଳの研磨͕ʮߴ程度ʯのの ��

のޙ程Ͱੴ研磨͍ͯ͠Δ͕ෆेͰ切Լ͕ࠟ

Δɻ͜のʹ͓͍ͯ縁֎ࣼ面とҟͳΔɻ縁ࣼ面ʹ

程度のੴ研磨Λͨ͠ߴ �� 面の͏ͪɺेͳ研磨ʢ˓ʣ

ʹΘ͔ͣ � 面Ͱɺ֎ࣼ面ʹൺ研磨͠ʹ͍͘縁ࣼ

面ԿΒ͔の͕͗͠ଟ͘の鏡ʹ༗Δɻ3 面ʹ切Լ

͕ࠟΔ͕ɺ切ԼͰ切削͠ʹ͍͘ଞのଟ͘の縁ࣼ面

ɺ切ԼΛ༻͍ͳ͍Ͱɺ鋳ഽ˰ੴ研磨の程Ͱ͍͖ͳ

Γ研磨্ͯͨ͛͠Մੑ͕͋Δɻ鋳造程度͕͍ #・

"ɺ#・# の 3 面ʢ��・��・�� ߸鏡ʣɺ͍ͣΕߴ程

図 25　14 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 26　15 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 27　17 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 28　19 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 29　21 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 30　22 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は「低」研磨。

図 31　23 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 32　24 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 33　28 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

��



�� ߸鏡の研磨のߴ程度ଞ͔Βൈ͖ग़͍ͯΔ͜と͕

͔Δɻ·ͨɺ�� ߸鏡の縁֎ࣼ面͕˔ 3ɺ縁ࣼ面͕˓Ͱɺ

程度の縁Ͱ͋Δ͜と͔Βɺ縁֎ࣼ面Λɺ切Լ˰ੴߴ

の程ॱʹ্ͨ͛とਪଌͰ͖Δɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ͏

� 面の程度 #・# の �� ߸鏡۠֎पจ༷ଳのࣼ面

จଳ͕ະ研磨ʢʷʣࣃڒจଳ͕ະ研磨ʢʷʣ֎۠ଆࣃڒ

Ͱɺ͜の鋳造程度の � 面ʹ鋳造程度と研磨程度の૬

ؔݟΒΕͳ͍ɻ

ɹքݍのࣼ面ࣃڒจଳΛͭ࣋鏡 3� 面༗Γɺ͜のࣼ面

˔จଳΛ程度ʢࣃڒ �ʣͰ研磨ͨ͠の ��・33 ߸

鏡の � 面͚ͩͰɺ͜の � 面۠֎पจ༷ଳのࣼ面ڒ

˔จଳ程度ʢࣃ �ʣͰ研磨͍ͯ͠Δɻ΄͔ �� 面の

քݍのࣼ面ࣃڒจଳະ研磨Ͱ͋Δɻ

ɹͳ͓ɺ۠֎पจ༷ଳʙ۠のൣғͰɺࣃڒจɺ۳ࣃ

จɺଳɺ神獣૾ͳͲのจ༷のؒのഽ面ʹ切Լ切削

ੴ研磨のࠟೝΊΒΕͳ͍ɻ

ʢ̑ʣᭃ

ɹ͕ͯͬ͋ࡺ研磨のఆ͕Ͱ͖ͳ͍の͕ �� 面༗Δɻ

Γの �3 面の͏ͪ �� 面研磨͕༗Γɺ�3 面ະ研磨

の鋳ഽͰ͋Δɻ�� 面の研磨 � 面͕ߴ程度ʢ˓と˔ 3ʣ

Ͱ � 面͕程度͕Լ͕Δɻᭃの研磨͕ߴ程度の � 面

 "・" ͕ � 面ɺ"・#ɹ͕ � 面ɺ#・" ͕ � 面ɺ#・# ͕

� 面Ͱɺ鋳造程度͕ߴʙͰΒ͍͍ͭͯΔののɺ

程度の 3 面全ͯेͳ研磨ʢ˓ʣʹͳ͍ͬͯΔɻᭃ͕

ະ研磨の �3 面 "・" ͕ � 面ɺ"・# ͕ � 面Ͱɺ鋳造程

度の͍ #・"  #・# ؚ·Εͳ͍ɻᭃະ研磨鋳造

ΒΕΔ͕ɺᭃ研磨͕鋳造程度のݶʹ程度ののߴ͕

の͚ͩʹݶఆ͞Ε͍ͯΔΘ͚Ͱͳ͍ɻᭃ͕研磨͞Ε

ͨ �� 面の֎۠֎ଆࣃڒจଳ � 面͕研磨Ͱɺ� ߸鏡の

� 面͕ະ研磨Ͱ͋Γɺ͜の � 面のྫ֎͕͋Δののɺ֎

۠֎ଆࣃڒจଳΛ研磨͢Δのᭃ研磨͢Δと͍͏傾

向͕ΈΒΕΔɻ

ʢ̒ʣখ݁

ɹ三角縁神獣鏡ɺଞの古੨ಔ鏡とಉ༷ʹɺ鏡എ面の

࡞จɺᭃͳͲΛ研磨ͯۜ͠ന৭のޫ面Λࣃจ۳ࣃڒ

Δҙঊʹͳ͍ͬͯΔɻಛʹɺࣃڒจଳฏʹ研磨ͨ͠

ޫ面の͓͓Αそのೋล三角͕ܗԁ্ހʹਫ਼ີʹฒ

ͼɺ০ޮՌΛߴΊΔɻᭃ鏡എ面のத৺ͰޫΛͯ࣋

面Ͱɺその͏ͪଆࣃڒจଳʮߴ程度ʯͰ֎۠の྆

程度ののߴจଳ͕ࣃڒ � 面Ͱɺ͜ΕΒ鋳্͕Γ・

鋳Ҿ͚͕ "・" ʙ #・# ͰΒ͍͍ͭͯΔɻ֎ଆࣃڒจ

ଳ͕ʮߴ程度ʯͰଆࣃڒจଳ͕ʮະ研磨ʢʷʣʯ͕ �

面͋Γɺ鋳্͕Γ・鋳Ҿ͚͕ "・" ʙ #・# Ͱಉ༷ʹ

Β͍͍ͭͯΔɻ֎ଆࣃڒจଳ͕ʮߴ程度ʯͰଆࣃڒจ

ଳ͕ʮ程度ʯ͕ � 面͋Γ͜Ε "・" Ͱ͋Δɻ֎ଆڒ

จଳ͕ʮ程度ʯࣃ � 面͋Γɺ͜Εଆࣃڒจଳ

ʮ程度ʯͰ "・# Ͱ͋Δɻ֎ଆࣃڒจଳ ʮ͕ະ研磨ʢʷʣʯ

のの͕ �� 面͋Γɺ͜ΕΒの鋳造程度 "・" ʙ "・$

Ͱൺֱత͘ߴɺ#・"ɺ#・# の程度の鏡ؚ·Εͳ͍ɻ

͜の �� 面の͏ͪ �� 面ଆࣃڒจଳʮະ研磨ʢʷʣʯ

Ͱɺ� 面ଆࣃڒจଳ͕ʮ程度ʯͰ͋Δɻ"・" ͕

�� 面༗Γɺその͏ͪ �3 面͕֎ଆࣃڒจଳʮະ研磨ʯ

Ͱɺ΄͔ � 面͕ʮߴ程度ʯ研磨Ͱ͋Δ͜と͔Βɺ"・

" と֎ଆ・ଆࣃڒจଳの研磨ʹ໌֬ͳ傾向͕༗ΔΘ͚

Ͱͳ͍ɻͳ͓ɺଆࣃڒจଳ͕ະ研磨のの��面Ͱɺ

ԿΒ͔の研磨͕༗Δの͕ � 面Ͱ͋Δɻ鋳造程度͕ʮ

程度ʯの 3 面Λʢ֎ଆࣃڒจଳ研磨ɿଆࣃڒจଳ研磨ʣ

Ͱࣔͤɺ�� ߸鏡 #・"ʢ˔ 3ɿʷʣɺ�� ߸鏡 #・#

ʢ˓ɿʷʣɺ�� ߸鏡 #・#ʢ˓ɿ˓ʣとͳΓɺ֎ଆࣃڒ

จଳߴ程度研磨Ͱ͋ͬͯɺଆࣃڒจଳ͕ະ研磨の

の͕༗Γɺ鋳造程度の͍ 3 面ʹҰఆの傾向ແ͍ɻ

จଳの研磨͚ͩΛΈΔとɺ鋳造程度ʮʯ͕ࣃڒ۠֎ 3

面Ͱগͳ͍͕ɺ程度の鏡֎۠の֎ଆࣃڒจଳの研磨

程度͕͍ߴと͍͏ɺᐓ͛ͳ傾向͕ೝΊΒΕΔɻͳ͓ɺ֎

۠のࣃڒจଳෳઢจの୩෦のഽ面Λ切Լ切削ɺ

ੴ研磨ͨࠟ͠ແ͍ɻ

ʢ̐ʣ۠֎पจ༷ଳ͔Β۠

ɹ۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจଳʢ֎۠・۠のڥքの

ࣼ面্のࣃڒจଳʣΛͨ࣋ͳ͍鏡͕ � 面༗Γɺ΄͔ 3�

面の͏ͪ͜のࣼ面ࣃڒจଳ͕ߴ程度研磨ʢ˓ʣ �� ߸

鏡の � 面͚ͩͰ͋Δɻ�� ߸鏡ɺ鋳造程度͕ #・# Ͱ

程度の࠷ � 面の͏ͪの � 面Ͱ͋Δɻ�� ߸鏡ɺ縁

ʙᭃ͕ߴ程度研磨Ͱɺ֎۠のෳઢจݍઢɺ۳ࣃจɺ

۠ݍઢͳͲߴ程度研磨ʢ˓ʣͰ͋Γɺ研磨程度と研

磨Ҭʹ͓͍ͯ 33 面のͳ͔Ͱ࠷ߴ程度ͳ研磨͕ҝ͞Ε

͍ͯΔɻ΄͔ 3� 面の۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจଳ

3 面͕˔ � Ͱɺଞ͕ͯ͢ະ研磨ʢʷʣͰ͋Δ͜と͔Βɺ

����

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



Δのੴ研程Ͱੴ研磨ʹͳΓɺ切Լ͕ࠟ࣍

磨ʹࢸΒͳ͍切Լࢭ·Γの్தऴྃののɺ͋Δ͍ෆ

ेͳੴ研磨ののと͑ߟΒΕΔɻ͜の切Լ �� 面と

ੴ �3 面のผʹ縁ࣼ面ΑΓଆの研磨程度の傾向Λ

Δɻ͢౼ݕ

ʢ̍ʣ縁ࣼ面

ɹತۂ面の縁֎ࣼ面Λ切Լ切削͢Δ͜とൺֱత؆୯Ͱ

͋Δ͕ɺ֎۠面と͕ܨΔԜۂ面の縁ࣼ面Λ切Լ切削͢

Δ͜と͍͠ɻそのͨΊʹ縁ࣼ面切ԼΛ༻͍ͣ

ੴ研磨͚ͩと͑ߟΒΕΔ͕ɺ�� ߸・�� ߸・� ߸鏡ʹ

切Լ͕ࠟΓɺ縁ࣼ面切Լ切削͍ͯͨ͜͠と͕

͔Δɻࣼ面Λੴ研磨͠ʹ͍͘͜とɺ���ʢ ɿ˓̝ 3ʣ

Ҏ্のेͳ研磨͕ 33 面の͏ͪ � 面とগͳ͍͜と͔Β

͔Δɻ͜ΕΒ � 面の縁֎ࣼ面全ͯੴ研磨ʢ˓ʣ

Ͱ͋Γɺ切Լࠟ֬ೝͰ͖ͳ͍ɻͳ͓ɺࣼ面のෆे

ͳੴ研磨の΄とΜͲɺ縁のԼ෦ʹ͕͗͠ΈΒ

ΕΔɻ

ɹ縁֎ࣼ面͕切Լࢭ·Γの �� 面ʢ˚ʣの͏ͪࣼ面͕

ະ研磨のの͕ �� 面ʢ�� 面の ��ˋʣɺ切Լ切削・ੴ

研磨͕ � 面ʢ�� 面の ��ˋʣͰɺ縁֎ࣼ面͕ੴ研磨の

�3 面ʢ˓ʣの͏ͪࣼ面͕ੴ研磨のの͕ �� 面ʢ�3

面の ��ˋʣɺະ研磨͕ 3 面ʢ�3 面の �3ˋʣとͳΓɺ縁

֎ࣼ面͕切Լࢭ·Γのの縁ࣼ面ະ研磨͕ଟ͘ɺ

縁֎ࣼ面͕ੴ研磨ʹࢸΔの縁ࣼ面のະ研磨͕গ

ͳ͍傾向ʹ͋Δɻ͜の傾向そΕͧΕの 3�� ʹΈΒΕɺ

ଞの ��� 傾向ʹؚ·Εͳ͍ͨΊɺۀ࡞্͛ʹ͓͚

Δ͍ڧ౷੍͡ײΒΕͳ͍͕ɺᐆດͰ͋ΔののԿΒ

͔のํ্͕͛༗ͬͨのͰͳ͍͔とࢥΘͤΔɻ

ʢ̎ʣ֎۠֎ଆ・ଆࣃڒจ

ɹ縁֎ࣼ面切Լʢ˚ʣの͏ͪ縁ࣼ面切Լ・ੴの � 面

ʢ��・33・�3・��・̒߸鏡ʣɺ֎۠の֎ଆ・ଆڒ

程度研磨͕ߴจ͕ࣃ � 面ɺ程度研磨͕ � 面ɺະ研磨

͕ � 面ʹͳΔɻ֎۠֎ଆࣃڒจ͕研磨の鏡ɺその

ଆࣃڒจ研磨͠ɺᶃ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣ˰ᶄ縁ࣼ面ʢ˛

͔˔ʣ˰ᶅ֎۠྆ࣃڒจʢ˔ʣとͳΔ鏡͕ 3 面ʢ��・

33・��߸鏡ʣɺᶅ͚͕ͩ྆ࣃڒจʢʷʣとͳΔ鏡͕�面ʢ�3・

̒߸鏡ʣͰɺᶃʢ˚ʣ˰ᶄʢ˛͔˔ʣ˰ᶅʢ˔ʣ黒塚

鏡ʹಉܗ鏡Λͭ࣋ 3 面の鏡ʹΈΒΕΔɻᶃ縁֎ࣼ面

ಉ༷のޮՌΛߴΊΔɻ鋳造程度と切削・研磨ʹ͍ͭͯ

ҎԼʹ·とΊΔɻ

ɹ黒塚鏡 33 面の֎۠の֎ଆ・ଆࣃڒจଳとɺ۠֎

पจ༷ଳ・քݍのࣼ面ࣃڒจଳの � Օॴのࣃڒจଳの

研磨ঢ়گΛ·とΊΔとɺ֎۠֎ଆࣃڒจଳ �3 面͕研

磨ʢ�� 面͕˔ 3 Ҏ্ʣ˰֎۠ଆࣃڒจଳ � 面͕研

磨ʢ� 面͕˔ 3 Ҏ্ʣ˰۠֎पจ༷ଳࣼ面ࣃڒจଳ

� 面͕研磨ʢ3 面˔ �ɺ� 面˓ʣ˰քࣼݍ面ࣃڒจ

ଳ � 面͕研磨ʢ� 面˔ �ʣɺと鏡縁͔Βଆʹ向͔

͏΄Ͳʹ研磨͕ݮগ͠程度Լ͢Δɻଆʹ向͔ͬ

ͯ研磨͕ݮগ͢Δ͜とɺ֎۠֎ଆࣃڒจଳΛ研磨ͨ͠

�3 面の鏡ʹଟ͘ൃੜ͍ͯ͠ΔݱͰ͋Δɻ͢ͳΘͪ

ଆࣃڒจ͕研磨のの̕面ɺ� 面Λআ͍ͯଞ̔面֎

ଆࣃڒจ͕研磨͞Ε͍ͯΔɻ֎ଆࣃڒจ͕ະ研磨Ͱଆ

จ͕研磨ࣃڒ �� ߸鏡の � 面͚ͩͰ͋Γɺ͜のଆڒ

˔จࣃ � Ͱ程度͕͍ɻࣃڒจଳの研磨面と程度ʹ

ɺ֎۠·ͰとそΕΑΓଆとͰ͕ࠩ͋Γɺ黒塚鏡 33

面֎۠·Ͱの研磨ҙ͕ࣝ͑Δɻ͞Βʹɺ֎۠ʹ͓͍

ͯ֎ଆࣃڒจଳ研磨の面͕ଟ͍͜と͔Βɺ鏡の֎

ଆの΄͏͕研磨ҙ͕͍ࣝߴɻ͜のҙࣝɺʮ鏡面全 33

面͕全研磨ʯ˰ʮ縁֎ࣼ面全 33 面͕切削ʢ�� 面ʣ・

研磨ʢ�3 面ʣʯ˰ʮ縁ࣼ面 �� 面͕研磨ʯɺと͍͏

鏡面研磨͔Βελʔτ͠ɺ縁˰֎۠˰۠とଆʹ࿈ଓ

͠ͳ͕ΒԼͨ͠と͑ߟΒΕΔɻそͯ͠ᭃ͚ͩ͜の࿈

ଓ͔Β֎Εɺʻද̎ʼのΑ͏ʹ͕ࡺແ͘ఆՄͳ �3

面の͏ͪ �� 面͕研磨͞Εɺಛผͳ研磨ҙ͕ࣝ༗ͬͨと

�Δ͕ɺ͑ࢥ ߸鏡͚ͩΛআ͍ͯଞ � 面全ͯ֎۠֎ଆڒ

Δɻ͑จΛ研磨͍ͯ͠Δ͜と͔ΒԿΒ͔のؔ࿈͕ࣃ

ɹ֎ଆࣃڒจଳΛ研磨ͨ͠�3面鋳造程度͕Β͖ͭɺ

֎ଆࣃڒจଳ研磨と鋳造程度ʹ໌֬ͳ傾向ೝΊΒΕͳ

͍ɻ֎ଆࣃڒจଳ͕ະ研磨の �� 面鋳造程度͕͘ߴɺ

鋳造程度の͍ 3 面֎ଆࣃڒจଳΛߴ程度Ͱ研磨͠

͍ͯΔ͜と͔Βɺ͜ΕΒ研磨と鋳造程度ʹᐓ͛ͳ傾向

͕ೝΊΒΕΔɻ

Ⅳ．33 面の三角縁外斜面の切下・砥石仕上げ
別と三角縁内斜面・鏡背面の切削・研磨
程度の関係

ɹʻද 3 ʼのと͓Γɺ縁֎ࣼ面͕切Լ切削͕ �� 面ɺ

ੴ研磨͕ �3 面Ͱɺᶙɽʢ�ʣʹͨ͠هΑ͏ʹ切Լ切削の

��



削研磨程度評価Λऩूͯ͠傾向͕͚ͭݟΒΕͳ͍のͰ

͋Εɺنଇੑとෆنଇੑ͕ࠞ͢ࡏΔ͜と͜そ͕三角縁

神獣鏡の切削研磨の্͛のಛと͍͑ΔのͰ͋Ζ͏ɻ

ʢ̐ʣᭃ

ɹᭃʹ͕ࡺແ͘ఆ͕Մͳ �3 面の͏ͪ研磨͕֬ೝͰ
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図 34  12 号鏡
（31 号と同形）

図 35  31 号鏡
（12 号と同形）

図 34　12 号鏡（31 号と同形）　

　X 線透過写真で確認できる内
部亀裂は、10 時～ 4 時の間の
櫛歯文帯や界圏の内側、鈕周
囲に弧状に有る。外区から縁
に抜ける亀裂が上部黒▼の位
置に 1 本有るが、外周突線と
縁内斜面下角の谷線の弧との
幅に内部亀裂は影響していな
い。縁の亀裂で左右に僅かに
広がっている可能性は有る。
　外周突線上の白破線正円 b
の中心点は鈕上の白点となる。
外周突線は概ね正円で、それ
に対して 10 時方向の縁内斜面
下角の谷線（白▽）と外周突
線との幅が他は約１㎜に対し
約 3 ㎜で顕著に広いことから、
縁内斜面下角の谷線は正円で
はないと考えられる。縁の頂
点の稜線上に、外周突線上の
白破線 b と同じ中心点の白破
線正円 a を置くと、縁両斜面
を研磨しているものの、ほぼ
正円上に頂点稜線が乗る。外
区内側端の角線は白破線正円
c とほぼ重なり、10 時方向が
白▽に連動して外側にずれて
いない。鈕座上の白破線正円 d
の中心黒点は外周突線の中心
白点より僅かに上にずれる。
　10 時方向の三角縁が同じ頂
角度で他より低い（笵陰刻が
浅い）か、縁断面三角形の頂
角度が鋭角である可能性が考
えられ、三次元的な形状の検
証が必要である。

図 35　31 号鏡（12 号と同形）　

　X 線透過写真で確認できる
内部亀裂は、10 時～ 1 時方向
の櫛歯文帯と界圏内側に弧状
に有り、他は 11 時神像周囲、
鈕周囲の図右半分などに僅か
で 12 号鏡より少ない。本鏡は
外周突線周辺は内部亀裂の影
響を受けていない。
　図 34 の 12 号鏡と同様に白
破線正円 a・b・cを縁稜線上・
外周突線上・外区内側端角線
に置いている。3 つの白破線
正円 a・b・c の中心点は鈕の
白点 1 つに概ね重なるが、図
34 の 12 号鏡の同じ中心点よ
りも図の下方向に下がってい
る。これは写真の撮影角度の
違いによるものである。
　10 時方向の外周突線と縁内
斜面下角の谷線の弧（白▽）
の幅が広いが、外区内側端の
角線 c の 10 時方向は谷線の弧
▽と連動してずれていない。
　12 号・31 号の堰の位置は確
定できない。10 時方向の外周
突線が明瞭に鋳出されている
ことなどから、10 時方向に堰
が有って鋳引けで縁内斜面が
窪んだのではない。
　挽板を上と下で固定して上
下にぶれなく回転させる現代
の挽型法では発生しない 10 時
方向の現象によって、特殊な
挽型法や轆轤挽法などを候補
に検証しなければならない。

a

c

b

d

a
b

c

図中▽が示す谷線が縁
内斜面下角の谷線の弧

��



図 36  12 号鏡
  （180°回転図）

図 37  31 号鏡 （図 35 の 180°回転図）

図 38  31 号鏡 （図 35 の 180°回転図）

図 37・38　 31 号鏡（図 35 の 180°回転図）

　12 号鏡と同形の図 35 の 31 号鏡を図 36 同様
に、180°回転して 10 時方向からのストロボ光線
で撮影した図 37 の 4 時方向（図 35 では 10 時）
と、図 38 の 10 時方向（図 35 では 4時）である。
図 37・38 のストロボの位置が、図 34 ～ 36 のス
トロボよりも低いために、図 37 の 4 時の白△の
縁内斜面下角の谷線の弧が明瞭に現れている。図
38 も図 37 とほぼ同位置の低いストロボであるた
め、10 時の灰▼が示す縁内斜面下角の谷線の弧
はいくぶん不明瞭になっている。同方向であって
もストロボの高低によって形状のみえかたが異な
る。
　本図 38 は、10 時の灰▼部分が不明瞭で、4 時
の白△が明瞭であるが、本図 37 は、4 時の白△
の縁内面下角の谷線の弧と外周突線の間の幅は、
他よりも明らかに広いと判断できる。
　図 37 の 4 時方向の三角縁の幅（俯瞰写真の縁
内斜面下角と縁外斜面下角を結ぶ位置）に、両端
に白点を持つ「白線 e」を置いた。図 37 のよう
に錆膨れで縁の稜線周辺に亀裂がみえることや、
縁内外斜面も錆剥がれの可能性が有ること、図
34 ～ 40 は筆者が付けバック（白色・灰色の背景
作りのため正確さに欠けるアウトライン切り取り
図）を作成していること、写真に歪みがあること
などから、検証に十分値する信頼度の高い資料で
はないが、図 34・35 の 10 時方向と、図 36 の 4
時方向の縁内斜面下角の谷線の弧と外周突線の間
の幅が、他よりもいくぶん狭くみえる。谷線の弧
と外周突線の間の幅が広いことと三角縁の幅が狭
いことは造笵のうえで関連し、三角縁の幅が狭く
なっても三角縁の頂部の稜線の正円度が高いとい
う条件を満たす黒塚鏡の鏡体のいくつかの造笵技
法の候補・予測を立て、3D スキャンのポリゴン
データからの断面図作成、寸法計測、角度計測な
どによる検証をおこなう必要がある。
　今後、ポリゴンデータを研究者間で共有すれば、
多くの視点で研究が進み、黒塚鏡の造笵方法は解
明されるものと思われる。

図 36　 12 号鏡（図 34 の 180°回転図）

　前掲の図 34 の 12 号鏡は 10 時方向から
のストロボ写真であるために、10 時方向の
縁内斜面が陰面になり下角の谷線の弧と外
周突線の間の幅が明瞭にみえるが、反対の
4時方向の幅は不明瞭になる。そのために、
ここでは図 34 の鏡の位置を 180°回転し
て、画面 10 時方向からのストロボ光線で
撮影した写真を示す。
　本図 36 の 4 時方向の白△が示す縁内斜
面下角の谷線の弧が図 34 で示す 10 時方向
の白▽と同位置で、本図 36 の 10 時方向の
灰▼は図 34 の 4 時方向になる。
　本図36と図34の同位置の比較によって、
光線方向の 10 時は 4 時方向にあるときよ
りも、縁内斜面下角の谷線の弧と外周突線
の間の幅が広くみえ、逆に 4 時は 10 時方
向にある時よりも狭くみえると分かる。1
時・7 時方向のみえかたも、実際の幅とは
異なっていると考えられる。
　光線方向でみえかたが異なるが、本図 36
の 4 時の白△が示すように、図 34 の 10 時
方向の縁内斜面下角の谷線の弧と外周突線
の幅は明らかに他よりも広い。
　3Dポリゴン図においても画面上で任意の
光線を設定して陰影をつくり立体的画像に
するため上記同様のみえかたが生じている
と考えられる。したがって、本件の幅寸法
の検討は、3D スキャンで得たポリゴンデー
タから作成する断面図が現時点で最も信頼
おける資料となる。　

e
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研磨Օॴ・研磨程度͕ଗ͏ののɺ� ࣃڒ۠֎͕͚ͩ߸

จଳとᭃͳͲΛະ研磨Ͱɺ鋳造程度と研磨程度ʹ傾向

ΒΕͳ͍ɻݟ

図40  31号鏡 （上が10時方向：図35を時計回りに60°回転して撮影した図）

図39  12号鏡 （上が10時方向：図34を時計回りに60°回転して撮影した図）

図 39・40　 12 号・31 号鏡の 10 時方向の形状

　図 34・35 の 12 号・31 号の 10 時方向を真上
に回転して比較した図である。12 号：縁外斜
面○⇒縁内斜面 9:1= ○：● 1 ⇒外周突線○⇒外
区外側鋸歯文● 3 ⇒外区内側鋸歯文×で、鋳上
がり B、鋳引け A で、31 号：縁外斜面△⇒縁内
斜面×⇒外周突線×⇒外区外側鋸歯文×⇒外区
内側鋸歯文×で、鋳上がり A、鋳引け B である。
縁内斜面～外区外側鋸歯文が未研磨の 31 号鏡
の 10 時方向をみれば、10 時方向に湯を注ぎ入
れた笵加熱による鋳引けが発生して縁内斜面が
外寄りに窪んだのではないと確認できる。
　白▽が指す谷線が縁内斜面下角の谷線の円弧
線である。両図の 10 時方向の▽の谷線と外周
突線の間の幅は約 3 ㎜で、他が約 1 ㎜で明らか
に 10 時方向は広く、約 2㎜の差が有る。
　白▽と類似する谷円弧線の形状は白点（○）の
外区と内区の間の斜面の下角の谷線になる。両
図の櫛歯文帯の幅が、10 時方向だけ顕著に広く
なってはいない。このように、白▽の谷線が正
円よりも外側に膨らんでいることに連動して白
点（○）位置の谷線が正円よりも鏡の外側に膨ら
んでいない。
　これらのことから、三角縁・外区・斜面・内
区が一体になった挽板の回転軸の上下を固定し
て、挽板が上下に波打たないように回転して造
笵する挽型法でこの笵がつくられたのではない
と考えることができる。また、三角縁の挽板と
その他の部分の挽板が分かれて別々に挽板を使
用したとも考えにくい。というのも、三角縁の
挽板が回転中に 10 時方向で浅くなるように傾
いて縁内斜面下角の谷線が外側に膨らんだので
あれば、そのぶん 4 時方向は挽板が深くなり、
図 34・35 の 4 時方向では外周突線よりも内側
に縁内斜面下角の谷円弧線がつくられることに
なるが、図 34・35 でみるように、そのように
はなっていない。これらから、三角縁から鈕ま
での一体の挽板を使用した挽型法とは考えられ
ないし、三角縁・外区・斜面・内区・鈕が別々
の挽板に分けて用いた挽型法とも考えにくい。
　12 号の 10 時方向の三角縁頂部の稜線は他よ
りも若干低く下がっているが、僅かな笵陰刻の
浅さで縁内斜面下角の谷線の弧が他よりも約 2
㎜外側に膨らむのか検証する予定である。

��



Δɻ͞Βʹɺ鋳্͕Γ "・縁֎ࣼ面ʢ˚ʣの 3 面ʢ3�・

��・3� ߸ʣ縁ࣼ面ʢʷʣͰ֎۠ࣃڒจ͔Βଆ

ʢʷʣͰ͋Δɻಉܗ鏡Ͱͳ͍ �� 面の͏ͪɺ鋳্͕Γ "・

縁֎ࣼ面ʢ˚ʣ・縁ࣼ面ʢʷʣ͕ �� 面༗Γɺ鋳্͕Γ

"・縁֎ࣼ面ʢ˓ʣ͕ � 面༗Δɻ͜のΑ͏ʹɺ鋳্͕Γ

" の߹ಉҰ古墳のಉܗ鏡୯ಠ � 面鏡ʹ研磨傾

向ݟΒΕͳ͍͕ɺ鋳্͕Γ # ͕ಉҰ古墳の � 面ಉ

鏡ʹؚ·Ε鋳্͕Γܗ "・# ʹ͔Εͨ߹ɺ" Λ程

度ʹɺ# Λߴ程度ʹࠩΛ͚ͭͯ研磨͢Δଋ͕ͨͬ͋ࣄ

Α͏ʹ͑ࢥΔɻΘ͔ͣ 3 の傾向Ͱ͋ΔのͰௐࠪྫΛ

૿͠ܧଓͯ͠ݕ౼͍ͨ͠ɻ

Ⅵ．未研磨の鋸歯文にみる造笵方法の 5 型

ɹҰൠతʹಃᝎのӄࢪࠁจͰᝎの่࠭Ε͕͖ى

͍͢ɻࢁ౦লྟ㥹͔Βग़ͨ͠લ鏡ᝎ܈ܰ͘ೈ࣭Ͱ

ூΓ͍͕͢ɺ่࠭Ε͍͖ͯىͳ͍ �ʣɻூΓ͍͢ೈ

࣭ͳᝎʹௐ߹͠ɺমޙʹẅͳͲのৗԹݸମ༉ࢷΛ่࠭

Εࢭの೪ੑとͯ͠鋳ܕ面ʹؚਁͤ͞ɺӄࢪࠁจͨ͠と

චऀ࣮͔ݧΒਪଌ͍ͯ͠Δ �ʣɻ黒塚鏡จ༷ʹࢪจ࣌

の่࠭ΕݟΒΕͣɺৗԹݸମ༉ࢷ༻のՄੑ͕͋

Δɻ

ɹᝎӄࢪࠁจͰ͋Ζ͏黒塚鏡จ༷の͏ͪ֎۠֎ଆのະ研

磨のࣃڒจのܗঢ়Λɺେ·͔ʹ � ʙܕ � ͢Δ۠ʹܕ

͜と͕Ͱ͖Δɻ�ͭのࣃڒจΛೋล三角ܗとͨ࣌͠ʹɺ

ล্ʹ͋Δᝎҹࠁのತઢとɺࠨӈล͕ͭ͘Δ角Λ

ൺֱ͢Δとɺʮ� 角͕େ͖͍ɺ͘ڧʯลのತઢ͕ܕ

ʮ� ʯลのತઢ͕ऑ͘角͕େ͖͍ɺʮ3ܕ ʯܕ

ลʹತઢ͕ແ͘角ؙ͕·Γ角͕େ͖͍ɺʮ� ʯܕ

ลのತઢ͕͘ڧ角͕খ͍͞ɺʮ� ʯลのತઢ͕ऑܕ

͘角͕খ͍͞ɺの � ۠Ͱ͋Δɻ� 面の鏡のࣃڒจの

ลのತઢのڧऑʹ͕ࠩ༗Δのɺ�� ߸鏡のΑ͏ʹ

角͕Βͭ͘の͕͋Γɺີݫͳ۠ܕ͕Ͱ͖͍ͯΔ

Θ͚Ͱͳ͍͕ɺ͓ ͓·͔ʹҎԼのΑ͏ʹͳΔɻʮܕ�ʯ

ܭ � 面༗Γਤ �ʢ� ߸鏡ʣ・ਤ �ʢ�� ߸鏡ʣ・ਤ �3ʢ3�

߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ� ߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ�� ߸鏡ʣ・ਤ 33ʢ��

߸鏡ʣɺʮ� ܭʯܕ 3 面༗Γਤ ��ʢ�� ߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ��

߸鏡ʣ・ਤ 3�ʢ�� ߸鏡ʣɺʮ3 ܭʯܕ � 面༗Γਤ �ʢ3�

߸鏡ʣ・ਤ �3ʢ� ߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ�� ߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ��

߸鏡ʣɺʮ� ܭʯܕ � 面༗Γਤ �ʢ�3 ߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ�

߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ� ߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ� ߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ�� ߸

Ͱɺ֎۠の研磨のҙ͕͍ࣝ傾向͕༗Δɻ縁ࣼ面

ʢ˔ �ʣとʢ˛ 3 ˔ 3ʣͰڞ௨傾向͕͑Δɻ

ɹ� 面ಉܗ鏡の �� ߸ʢ"・#ʣ・�� ߸ʢ#・#ʣɺ鋳造

程度͕͍ �� ߸の΄͏͕ɺ程度͕͍ߴ �� ߸ΑΓ縁

֎ࣼ面͔Βᭃʹ͍ͨΔ·Ͱ研磨程度͕͍ߴɻ鋳造程度͕

͍鏡Λߴ程度Ͱ研磨͢Δ傾向͕Έ͑Δɻ

ɹ� 面ಉܗ鏡の �� ߸ʢ#・#ʣ・3� ߸ʢ"・$ʣɺ্ه

の �� ߸・�� ߸とಉ༷ʹ鋳造程度͕͍鏡Λߴ程度Ͱ

研磨͢Δ傾向͕Έ͑Δɻ�� ߸࠷ϥϯΫʢ#・#ʣの

鋳造程度Ͱɺ研磨Օॴ͕ଟ͍͏͑ʹ研磨程度࠷ߴ

͍ɻ͔͠͠ɺ͏ � 面の鋳造࠷ϥϯΫʢ#・#ʣの ��

߸程度Ͱͳ͍ののɺ�� ߸΄Ͳのߴ程度Ͱͳ

͍ɻಉܗ � 面ൺֱͰ鋳造程度鏡Λ研磨͢Δ傾向͕

Έ͑Δ͕ɺಉܗのΛ֎ͯ͠ΈΔと鋳造程度鏡の研磨

程度ʹएׯのΒ͖͕ͭ༗Δɻ

ɹ� 面ಉܗ鏡の �� ߸ʢ"・"ʣ・3� ߸ʢ"・"ʣɺڞʹ

鋳造ߴ程度Ͱ֎۠֎ଆࣃڒจ·Ͱ � 面ಉ༷ʹߴ程度研

磨Ͱ͋Δ͕ɺ�� ߸֎۠ଆࣃڒจΛະ研磨ɺ3� ߸

研磨と͍͏ҧ͍͕༗Δɻ

ʢ̎ʣখ݁

ɹ3 面ಉܗ鏡と � 面ಉܗ鏡ͰɺそΕͧΕののதͰಉ͡

ॴΛಉ͡程度ʹ研磨ͨ͠のɺ3ݸ 面ಉܗの �� ߸・

33 ߸とɺ� 面ಉܗの �� ߸と �� ߸͚ͩͰ͋Δɻ΄͔ɺ

のதの͍ͣΕ͔ � 面͕֎۠ͳͲະ研磨ののͰɺ黒

塚古墳͔Βग़֤ͨ͠ಉܗ鏡ɺಉՕॴΛಉ程度Ͱ研磨

͍ͯ͠ͳ͍͜と͕͔Δɻ

ɹ�  3 面ಉܗɺ�  � 面ಉܗのͳ͔Ͱɺ縁֎ࣼ面͕֤

鏡˚Ͱଗ͏の͕ � ʢ�・��・33 ߸ɺ�3・�� ߸ʣ༗

Δ͕͜ΕΒのʮ鋳্͕Γʯ全ͯ " Ͱ͋Δɻ縁֎ࣼ面

͕֤鏡˓Ͱଗ͏の � ʢ��・�� ߸ɺ��・3� ߸ʣ

༗Δ͕͜ΕΒのʮ鋳্͕Γʯ全ͯ " Ͱ͋Δɻ֎۠֎

ଆࣃڒจの研磨ΛΈΔとɺલऀ � 面とऀޙ � 面の͏ͪ �

߸・�3 ߸͕ʢʷʣɺ�� ߸͕ʢ˔ �ʣͰଞߴ程度研磨Ͱ

͋Δɻ͜のΑ͏ʹɺಉܗ鏡の֤鏡の鋳্͕Γ " 縁֎

ࣼ面͕˚͔˓の͍ͣΕ͔ʹଗ͏͕ɺ֎۠ࣃڒจの研磨ʹ

ҟͳΓ͕༗Γɺ໌֬ͳ傾向ݟΒΕͳ͍ɻ͔͠͠ɺಉܗ

鏡Ͱ鋳্͕Γ͕ "・# ʹ͔ΕΔ͕ ��・3� ߸ɺ��・

�� ߸ɺ��・3� ߸の 3 ༗Γɺ͍ͣΕ鋳্͕Γ # の

鏡͕縁֎ࣼ面ʢ˓͔˔ 3ʣͰɺ鋳্͕Γ " ͕ʢ˚ʣʹͳ

����

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



͍Δ͕ɺࡱӨ角度のҟͳΓʹΑΓࣸਅのΈʹ͕ࠩੜ͡

ਖ਼ԁのத৺͕ը૾্ͰͣΕ͍ͯΔɻ

ɹ鏡ମの造ᝎํ๏Λݕ౼͢Δʹɺ縁ࣼ面と֎۠・

۠のؒのࣼ面ʢ۠֎पจ༷ଳのࣼ面ʣの � ͭのࣼ面

のྏઢのԁހと୩ઢのԁހのਖ਼ԁ度ɺ͞Βʹ͜ΕΒࣼ

面͓Αͼपลの鏡ମ面のฏ度Λ 3% εΩϟϯσʔλͰ

ਤԽ・Խ͢Δඞཁ͕͋Δɻݱの൨ܕ๏Ͱ鏡ମΛ造

ᝎͨ͠と͖ʹൃੜ͠ͳ͍ݱ͕ɺ্ड़のと͓Γ黒塚鏡

の鏡ମのܗঢ়ʹදΕ͍ͯΔ͜と͔Βɺ全ܗҰମ͋Δ͍

縁͚͕ͩผͭ͘Γの൨൘Λ্ԼのௗͰݻఆͤͣखʹ

ճస͢Δɺ͋Δ͍ɺᝎΛճసͯ͠൨൘Λ͋ͯͯͯͬ࣋

削Δɺ͞Βʹ൨๏のΑ͏ʹᝎΛճసͯ͠切削

ΔͳͲのํ͢༺ͰᝎΛ൨͖͢ΔɺίϯύεΛ۩

๏Λީิʹݕޙࠓ౼͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍Ͱ͋Ζ͏ɻ鏡ମ

造ᝎΛ൨൘༻の൨ܕ๏Ͱͨͬߦと͢Δと͖ʹɺਤ

3�・3� の �� ݱのހ向の縁ࣼ面Լ角の୩ઢのํ࣌

ΛͲ͏͍ͬͨঢ়گの൨൘࣌༺ʹൃੜ͔ͨ͠Λઆ໌͠ͳ

͚ΕͳΒͳ͍ɻ൨๏と͢Δと͖ʹɺ切削

۩のઌ͕ɺ鏡縁༻ʹ三角൘ܗɺ֎۠・۠鏡ମഽ༻ʹ

ઢลΛͭ࣋൘ܗɺᭃ༻ʹԁހลΛͭ࣋൘ܗの 3छྨͰɺ

͜ΕΒΛผʑʹ༻ͨ͠ՄੑΛؚΊͯݕ౼͠ͳ͚Ε

ͳΒͳ͍ɻ·ͨɺ縁ࣼ面Լ角の୩ઢのހとಉྨの֎۠

と۠のؒのࣼ面ʢ۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจଳʣの

Լ角の୩ઢのހのਖ਼ԁ度ʹ͍ͭͯ͢Δඞཁ͕͋

Δɻ

ɹ����  � ݄ʹɺೆΠϯυ・έϥϥभのௐࠪͰத

ۀ࡞Δ͢ܗΛखͰճ͢ԣ൨͖の൨๏Ͱճసମʹࢠ

Λʹ͠ɺ͜のと͖古鏡の鏡ମ൨͖ʹΑΔ造ᝎ

のՄੑ͕༗ΔのͰͳ͍͔とͨ͑ߟɻ縁ࣼ面Լ角の

୩ઢのހのΈͳͲΛ 3% εΩϟϯσʔλͰਖ਼֬ʹܗঢ়

Λఏࣔ͢Εɺ্هのީิのத͔Β࠷༗ྗͳ造ᝎํ๏

͕ࣔͤΔͰ͋Ζ͏ɻ

ɹ黒塚鏡のதʹԃपล͕ݻڽऩॖͰ鋳Ҿ͚ͯ縁ࣼ面

Δ͕ɺਤ͜ى͕ݱΉۼ͕ 3�・3�ʢಉܗ �� ߸・3� ߸ʣ

のΑ͏ʹ縁ࣼ面֎पಥઢ・ࣃڒจΛΈΕ鋳Ҿ͚͕

�� ۉ向Ͱൃੜ͍ͯ͠ͳ͍͜と͕֬ೝͰ͖ɺ෯のෆํ࣌

Ұ͕造ᝎʹΑΔのと͔ΔɻຊߘͰҎ্のਪଌΛड़

ΔʹとͲΊɺ3% εΩϟϯσʔλʹΑΔূݕΛผߘʹ

վΊ͍ͨɻ

鏡ʣ・ਤ 3�ʢ�3 ߸鏡ʣ・ਤ 3�ʢ�� ߸鏡ʣɺʮ� ܭʯܕ

� 面༗Γਤ ��ʢ�� ߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ3 ߸鏡ʣとͳΔɻ

ɹลತઢ͕͘ڧ角͕େ͖͍ � ڧとɺลತઢ͕ܕ

͘角͕খ͍͞ � �ͿΜଟ͍ɻ͍͕͘ܕ 面のͳ͔の֎۠

ଆのࣃڒจ۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจɺքࣃڒݍ

จͳͲෳݸॴのࣃڒจลのತઢの࣭角͓͓Ή

ͶಉҰʹଗ͍ͬͯΔɻ研磨্͛の面͔Βɺತઢ͕ڧ

͍のɺࣃڒจΛ͍ͰลのྏઢΛӶ角ʹ͗ग़͢

ͨΊと͑ߟΔ͜とͰ͖Δ͕ɺ3 のล角ؙ͕·Δܕ

の � 面༗Γɺ研磨Λྀͯ͠ߟತઢΛൃੜͤ͞Δ造ᝎ

Ͱ͋ͬͨの͔৻ॏʹஅ͖͢Ͱ͋Ζ͏ɻதͰਤ

3�ʢ�� ߸鏡ʣลತઢ͕΄とΜͲແ͍͕ล角͕Ӷ

角Ͱؙ·͍ͬͯͳ͍ࣃڒจͰɺଞの鏡とҟͳΔɻ͜の

Α͏ʹະ研磨ࣃڒจのܗঢ়ʹ傾向ಛ͕ΈΒΕΔ͜

と͔Βɺޙࠓ 3% εΩϟϯのϙϦΰϯσʔλΛར༻͠

ͯɺลఈลͳͲのਖ਼֬ͳΛѲ͠ݕ౼͢Δඞཁ

͕͋Δɻ

Ⅶ．鏡体造笵技法からみた外周突線と鏡縁内
　　斜面下角の谷線の弧との幅の不均一の問題

ɹຊࣩօௐࠪの造ᝎํ๏ʹؔ࿈͢Δ߲ࣄとͯ͠ɺ֎पಥ

ઢと縁ࣼ面Լ角の୩ઢのހの෯͕ɺಉҰ鏡ʹ͓͍ͯ

ҟͳΔと͍͏͕༗Δɻ9 ઢಁաࡱӨࣸਅͰ֬ೝͨ͠

෦ُ྾͕ແ͍ՕॴのࢹൺֱͰɺ黒塚鏡 33 面の͏

ͪɺಉܗ �� ߸・3� ߸ɺಉܗ �� ߸・�� ߸ɺ�� ߸ɺ

�� ߸ɺ�3 ߸ɺ�� ߸鏡ͳͲの֎पಥઢと縁ࣼ面Լ角

の୩ઢのހの෯͕程度のࠩ༗Δ͕ಉҰͰͳ͍ɻਤ

3�・3�ʢಉܗ ��・3� ߸鏡ʣの֎पಥઢ্ʹஔͨ͠

ਖ਼ԁのനഁઢ C Λج४ʹͯ͠ΈΕɺ縁ࣼ面Լ角の୩

ઢの͕ހਖ਼ԁͰͳ͍と֬ೝͰ͖Δɻ֎पಥઢΛͨ࣋ͳ

͍黒塚鏡 3 面ಉܗの �・��・33 ߸鏡ɺ֎۠֎ଆࣃڒ

จଳの � ͭのࣃڒจΛ֎向͖ೋล三角ܗとͨ͠と͖

ʹೋล三角ܗの͍۠ߴ͕͞ߴҬと͍۠Ҭ͕༗Δ͜と

͕͔͍ͬͯΔ͕ �ʣɺ͜ΕࣃڒจΛ縁ࣼ面Լ角の୩

ઢの্ހʹೋล三角ܗのΛஔ͠ɺೋล三角ܗ

ఈลʹ͋ͨΔԁ͔ހΒ縁ࣼ面Լ角の୩ઢのހ·Ͱのڑ

͕ҟͳΔͨΊと͑ߟΒΕɺ֎पಥઢΛͨ࣋ͳ͍ଞの �

面の黒塚鏡縁ࣼ面Լ角の୩ઢ͕ਖ਼ԁͰͳ͍の͕

༗ΔとࢥΘΕΔɻਤ 3�・3�  9 ઢಁաࣸਅͰ֎पಥઢ

पลʹ෦ُ྾のӨڹʹΑΔม͕ܗແ͍͜とΛ֬ೝͯ͠

��



磨˰ɺの全程Λൺֱ・၆ᛌ͢Δ͜と͕Ͱ͖ɺ鋳造

ٕज़ऀのචऀʹとͬͯۃΊͯڵຯਂ͍のͰ͋ͬͨɻे

લɺੁ୩จଇ͕ࢯ౷ׅͨ͠த֤ࠃͰの੨ಔ鏡ௐࠪ

面ޫ・จᭃͳͲੴ研磨ͯ͠ฏࣃڒՃ͠ɺࢀʹ

Λͭ͘Γ鏡ҙঊのඒతޮՌΛ্͛ͰߴΊΔとയવとߟ

͍͕͑ͯͨɺ黒塚古墳三角縁神獣鏡 33 面͕ɺ͜Ε΄Ͳ

ະ研磨面͕ଟ͘ɺ研磨ͨ͠Օॴ程度͕༷ʑͰɺ縁֎ࣼ

面Λ切Լ͚ͩͰऴྃͨ͠ঢ়گɺߟ古ֶࣝの͍͠ච

ऀʹとͬͯ༧֎Ͱ͋ͬͨɻその面ɺະ研磨Օॴ͕ଟ

͍͜と造ᝎํ๏ݕ౼のࢿྉ͕ଟ͍͜とͰ͋Γɺຊߘ

Ͱ৮Εͨࣃڒจと֎पಥઢのΛ͞Βʹݕ౼͍ͨ͠ɻ

ද � の ��ʮ鋳Ҿ͚ʯɺԃ・౬ಓ・౬ޱのઃܭɺ౬

ਓɺ͠ڹのᝎの傾͚角度ɺ౬のԹ度ɺᝎのԹ度͕Ө࣌

ूஂ͕վળ͠༺ղ・౬ٕज़Λ向্ͤ͞Δ͜とͰ҆ఆ͠

ͯ鋳Ҿ͚Λ͙͜と͕Ͱ͖Δ͕ɺ� 面͕ʢ$ʣɺ�� 面͕

ʢ#ʣͰ鋳Ҿ͚͕ଟ͘の鏡ʹൃੜ͍ͯ͠Δɻ͜Εಉܗ鏡ɺ

୯ಠ鏡ʹؔͳ͘ΈΒΕɺਓूஂのதͰൺֱత؆୯ʹ

ঝٕ͠ज़վળとੵ͕Ͱ͖Δ༰Ͱ͋Δʹ͔͔ΘΒ

ͣɺそΕ͕ҝ͞Ε͍ͯͳ͍ɻ鋳造ٕज़ऀとͯ͠ଞの三角

縁神獣鏡ଞのࣜܗの鏡の͜ΕΒのٕज़Λܧଓͯ͠ݕ౼

͍ͨ͠と͍ͯ͑ߟΔɻ

ɹද � の ��ʮ͖ΒΘΕഽʯɺಉᝎ鏡Λ鋳造͢ΔͨΊ

ʹҙਤతʹ౬࣌ʹᝎʹΨεΛൃੜͤͨ͞ �ʣと͍͏

ਪଌのࢿ౼ݕྉとͯ͠評価͠ɺ��ʮۜന৭ʯߴऎ੨

ಔ͕͢ݻڽΔと͖の݅Ͱその程度͕ҟͳΔのͰͳ͍

͔と͍͏ਪଌΛとʹ評価ͨ͠͠ࡌهɻ͜ΕΒɺܧଓ

ɻ͍ͨ͠౼ݕͯ͠

ɹຊߘͰࣩօௐࠪͰಘΒΕͨ造ᝎٕज़ɺ౬ٕज़ɺಉ

͍ͯ͠ࡌهΛߟとそのࡉ鏡ٕज़ͳͲのௐࠪ༰のৄܗ

ͳ͍ɻ͜ΕΒผߘʹվΊͯใ͍ͨ͠ࠂɻ

ँࣙ

ɹ33 面のࣩօௐࠪߟݪ־古ֶ研ڀॴͰ ����  �� ݄͔Β

���3  3 ݄·Ͱܭ � ճɺԆ �� ͓ؒ͜ͳͬͨɻௐࠪͰ

ڠの͝ࢯҰ৾ݪٶ�ॴڀ古ֶ研ߟݪ־ॴ͓Αͼڀ古ֶ研ߟݪ־

֎ॴʣ͔Β縁ڀ古ֶ研ߟݪ־ݩʢࢯಋΛಘͨɻதҪҰࢦ͝ྗ

ࣼ面の切ԼࠟࣸਅのఏڙΛड͚ɺචऀΒの؍ࢹのߟࢀ

とͨ͠ɻઘ�ࢯʢߴদ塚古墳นըؗʣの៛ີͳ 33 面のه؍

Λߟࢀʹ͍͖ͤͯͨͩ͞ � ճのௐࠪのେ͖ͳࢦとͳͬͨɻ

鏡のจ໊༷শのҰ෦ਗ਼ਫ߁ೋࢯʢߟݪ־古ֶ研ڀॴʣʹ͝

Ⅷ．まとめと展望

ʢ̍ʣ·とΊ

ɹ鋳্͕Γ程度と্͛程度ʹ໌֬ͳ૬ؔݟΒΕͳ͍

͕ɺ鋳্͕Γ程度ʢ#ʣの 3 面ߴ্͕͛程度と͍

͏傾向͕ΈΒΕΔɻ黒塚鏡 33 面ͰのൺֱͰߴ程度

評価ʹͳΔ͕ɺ۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจքݍのڒ

จͳͲ͕ະ研磨のの͕ଟ͘ɺҰൠతͳ鏡എ面の研磨ࣃ

͔ΒΈΕ黒塚鏡の্͛程度Ͱ͋Δɻᘳʹ研磨

ͨ͠鏡Λʮ্の্ʯと͢Δとɺ33 面のͳ͔Ͱ࠷ߴ程

度の �� ߸鏡͕ʮ্のԼʯɺ֎۠ࣃڒจΛ研磨͍ͯ͠Δ

͕۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจքݍのࣃڒจ͕ະ研磨

のの͕ʮதの্ʙԼの্ʯɺ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣͰ縁ࣼ

面ΑΓଆ ʢ͕ʷʣののʢᭃのෆ໌ؚΉʣ͕ ʮԼのԼʯ

ͰɺそΕͧΕの্͛程度Ͱʮ�ʯの෯Ͱ程度ಈ͘ɻ

程度ߴ࠷ �� ߸の � 面͚ͩͰɺそのԼのϥϯΫ͓͓

·͔ʹ �� 面ʢ3�ˋʣ͕ ʮதの্ʙԼの্ʯɺ�� 面ʢ��ˋʣ

͕ʮԼのԼʯͰଞதؒとͳΔɻʮ্ʯ͕ � 面͚ͩͰɺ

3�ˋ͕ʮதの্ʯҎԼͰɺ��ˋ͕ʮԼのԼʯと͍͏のɺ

黒塚鏡 33 面全ମの্͛ਫ४の͞Λ͍ࣔͯ͠Δɻ

ɹ縁֎ࣼ面切Լ切削ʢ˚ʣ͕ �� 面͋Γɺその͏ͪの

�� 面の縁ࣼ面͕ະ研磨ʢʷʣͰɺ֎۠֎ଆ・ଆڒ

จະ研磨ʢʷʣ͕ࣃ �� 面ʹٴͼɺ͍Θ࠷ݶの

্͛ののؚ͕·ΕΔɻ

ɹ鋳্͕Γ程度と縁֎ࣼ面ʢ˚ʣとʢ˓ʣのؔΛ၆ᛌ

ͯ͠ɺԿΛج४ʹͯ͠縁֎ࣼ面ʢ˚ʣとʢ˓ʣʹ͚

ͨの͔ෆ໌Ͱ͋Δɻ͔͠͠ɺ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣのଟ͘

鏡എ面研磨程度͕ʮԼのԼʯʹͳΓɺ縁֎ࣼ面ʢ˓ʣ

จᭃΛ研磨͠ଟ͕͘ʮதの্ʙԼの্ʯとͳࣃڒ۠֎

ΓɺԿΒ͔のఆج४༗ͬͨのとࢥΘΕΔɻ

ɹ研磨ޫのඒతޮՌ͕ظͰ͖Δ֎۠֎ଆࣃڒจະ研

磨ʢʷʣ͕ �� 面ʢ��ˋʣͰɺଆࣃڒจະ研磨ʢʷʣ

�� 面ʢ�3ˋʣと͍͏ߴൺ͔Βɺ鏡എ面のඒతޮՌ

Λྀͨ͠ߟҙঊΛແج্͛ͨ͠ࢹ४Ͱۀ࡞Λऴྃͨ͠

と͍͑Δɻ

ʢ̎ʣల

ɹಉҰ古墳の三角縁神獣鏡 33 面の研磨・鋳造程度ௐࠪ

ɺ造ᝎ˰ᝎ߹Θͤ˰ᝎの౬角度ܾΊ˰༺ղ˰౬˰

ᝎΒ͠ʢ鏡のऔΓग़͠ʣ˰ԃ切அ˰切Լ切削˰ੴ研

����

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



Δɻͳ͓ɺࣸਅɺ͢ँײ͘ਂʹҐ֤・ؔػɻ͍͍ͨͩͨࣔڭ

Λड͚ͨɻڙॴ͔Βఏڀ古ֶ研ߟݪ־

ɹද � の 33 面の切削・研磨ͳͲの程度ఆઌͣ三ધ͕ॱʹ

୯ಠͰఆ͠ɺ͞ΒʹௐࠪΛਐΊͳ͕Β全ମの評価のݟ͠・

େֶのֶੜʢ鋳ۚࢁɺ࣌のௐࠪʹɺޙ࠷ೝΛॏͶͨɻ֬࠶

ઐʣの࡚磨ࢀ͕ࢯՃ͠ɺ三ધとڞʹ全鏡の程度ఆの࠷

ऴ֬ೝΛ͓͜ͳ͍ � ਓのΛ௨ͯ͠ఆΛ֬ఆͨ͠ɻௐࠪථの

ཧɺจ͓͜͠ࣈɺ評価දの࡞ͳͲΛ͓͕͜ࢯࢠޫాࢁͳͬ

ͨɻਂ͘͢ँײΔɻ

ɹຊ研ڀ +414 Պ研අ�+1��)�3���ʢʮٕ࡞ज़Λ࠲ࢹとͨ͠

三角縁神獣鏡のฤとੜ࢈ମ੍研ڀʯද�ੁ୩จଇɺج൫研

ʢ#ʣʣɺ͓Αͼڀ +1��)����� のॿۚΛड͚ͨのͰ͋Δɻ

ம

̍ʣ三ધԹঘ�����ʮಉܗ三角縁神獣鏡 3 面の鋳造・研磨・

০ੑʵ黒塚古墳ग़ � ߸・�� ߸・33 ߸鏡の程度評価ʹ

ΑΔੜ࢈ঢ়گのҰߟʵʯߟݪ־古ֶ研ڀॴฤʰߟݪ־

古ֶ研ڀॴूʱୈ ��ʮཱ �� पه೦�ʵۭؒ・ͻと・

০ʵʯീॻళɺQQ��������

̎ʣΩαήʹ͍ͭͯɺિా߁ ����ʰ鋳ۚ・ூۚ・ۚʱ

ཧ��3ֶ̐ࣾ Ͱɺʮl 切ΓԼ͛ z とݺͿの͕ຊʯとͯ͠

͍Δɻ՛ࢠ�ຬ ����h ٕज़γϦʔζ��ۚ ேɦॻళͰʮ切

Լʯと͍ͯ͠هΔɻ߳औਖ਼ ����ʰۚの౷ٕज़ʱཧ

���ֶ̎ࣾ とɺࣛऔҰஉ ���3ʰඒज़鋳のख๏ʱΞά

ω �3� ͰʮੜԼ͛ʯɺʮੜԼʯと͍ͯ͠هΔɻຊߘͰʮ切

Լʯとͨ͠ɻ

̏ʣதҪҰ ����ʮ黒塚古墳ग़三角縁神獣鏡の্ࠟ͛

の؍ʯh 黒塚古墳の研ڀʱಸྑߟݪ־ཱݝ古ֶ研ڀॴɹ

ീॻళɺQQ�33��33�

̐ʣಸྑߟݪ־ཱݝ古ֶ研ڀॴ�����ʰ黒塚古墳�ௐࠪ֓ใʱֶ

ੜࣾ

̑ʣੁ୩จଇ・നӢᠳʢमʣɺ三ધԹঘ・ਗ਼ਫ߁ೋʢฤूʣ

����ʰ鏡ᝎʵࣜ鏡のٕ࡞ज़ʵʱീॻళ

̒ʣా࣋େี・三ધԹঘ ����ʮւ獣ಒ鏡のฤの࠶ཧと

จ༷鋳造ٕ๏研ڀʯΞδΞ鋳造ٕज़ֶ࢙ձࢽʰ'6464ʱ̔

߸ɺQQ������

̓ʣ三ધԹঘ・ੁ୩จଇ・৾ݪٶҰ・ଜా�૱・ฑؽҰ�����

ʮ黒塚古墳ग़三角縁神獣鏡ʹΈΒΕΔކഽ・ψϝϦഽ・

ۜന৭ഽの鋳造࣮ݧʢ�ʣɻ 鏡ݧ࣮ /P�� ʙ /P��� のߟʵʯ

ΞδΞ鋳造ٕज़ֶ࢙ձࢽʰ'6464ʱ� ߸ɺQQ��������

��




